
－     －

一
七

【
凡
例
】

○ 

本
稿
は
武
田
信
玄
の
漢
詩
十
七
首
に
つ
い
て
校
訂
注
釈
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
漢

詩
十
七
首
は
『
甲
陽
軍
鑑
』
巻
九
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

○ 

テ
キ
ス
ト
は
酒
井
憲
二
編
著
『
甲
陽
軍
鑑
校
注 

序
冊
』
に
収
め
る
土
井
忠
生
氏
所
蔵

写
本
（
旧
三
井
家
蔵
）
の
酒
井
憲
二
氏
に
よ
る
翻
刻
・
校
訂
本
を
底
本
と
す
る
。

　

△ 

酒
井
憲
二
編
著
『
甲
陽
軍
鑑
校
注 

序
冊
』（
二
〇
一
三
年
、
勉
誠
出
版
）

 
 

略
称
↓
底
本

 
  

土
井
忠
生
氏
所
蔵
写
本
（
旧
三
井
家
蔵
、
寛
文･
延
宝
頃
〔
一
六
六
一
〜

一
六
八
〇
〕
の
写
本
）
を
底
本
に
、
諸
本
を
校
合
し
て
酒
井
憲
二
氏
が
校
訂
。

注
釈
を
付
す
。
土
井
氏
蔵
本
は
酒
井
氏
に
拠
れ
ば
「
系
統
的
に
見
て
現
存
写
本

中
最
古
最
良
の
善
本
」
と
い
う
。

○ 

本
稿
で
は
基
本
的
に
酒
井
氏
校
注
本
を
底
本
と
し
つ
つ
、
一
部
以
下
の
諸
本
を
参
照

し
て
校
訂
を
加
え
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
場
合
に
は
字
傍
に
「
＊
」
印
を
付
し
て

字
を
改
め
、「
△
」
印
の
校
異
の
箇
所
で
そ
の
旨
を
詳
し
く
説
明
す
る
。

○ 

底
本
と
校
合
す
る
た
め
に
参
照
し
た
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
五
種
で
あ
る
。

　

  

す
な
わ
ち
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
写
本
一
種
、
刊
本
二
種
、
及
び
漢
詩
の
み
を
独
立
さ
せ

た
文
献
一
種
。
写
本
一
種
。 

（
↓
略
称
）

　

△
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
写
本
『
甲
陽
軍
鑑
』
三
五
巻
三
五
冊 

↓
国
会
本

　
　
　

江
戸
中
期
写
本
（
極
彩
色
絵
入
）。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
。

　

△
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
刊
本
『
甲
陽
軍
鑑
』（
一
九
七
九
年
、
勉
誠
社
）

 
 

↓
尊
経
閣
本

 
  

元
和
・
寛
永
中
〔
一
六
一
五
〜
一
六
四
四
〕
刊
本
（
無
刊
記
十
行
本
）
を
影
印
。

酒
井
憲
二
解
題
。

　

△ 

磯
貝
正
義
・
服
部
治
則
校
注
『
改
訂
甲
陽
軍
鑑
』〔
戦
国
史
料
叢
書
〕（
一
九
六
五

年
刊
、
七
三
年
改
訂
、
新
人
物
往
来
社
） 

↓
磯
貝
本

　
　
　

明
暦
二
年
〔
一
六
五
六
〕
刊
本
を
翻
刻
。
書
き
下
し
文
を
付
す
。

　

△
機
山
十
七
首
（『
続
々
群
書
類
従
』
巻
十
三
詩
文
部
）（
一
九
〇
九
年
、
国
書
刊
行
会
）

 
 

↓
類
従
本

　
　
　

例
言
に
云
う
「
凡
て
十
七
首
、
信
玄
全
集
よ
り
鈔
録
せ
り
」。

　

△
西
笑
承
兌
書
写
「
武
田
晴
信
公
漢
詩
十
七
首
詩
巻
」
の
転
写
本 

↓
大
泉
寺
本

　
　
　

  

原
本
は
京
都
鹿
苑
寺
の
西
笑
承
兌
〔
一
五
四
八
〜
一
六
〇
八
〕
が
書
写
し
た
も
の

で
、
現
在
、
細
川
家
永
青
文
庫
所
蔵
と
い
う
〔
未
見
〕。
こ
れ
を
転
写
し
た
も
の

が
甲
府
市
岩
窪
町
の
大
泉
寺
に
伝
存
し
、
そ
の
写
真
が
野
澤
公
次
郎
編
『
原
色
武

田
遺
宝
集
』（
一
九
七
二
年
、
武
田
信
玄
公
宝
物
保
存
会
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
八
郎
に
よ
る
釈
文
・
語
釈
を
付
す
。
後
述
の
河
住 

玄
著
『
武
田
信
玄
公
の

詩
歌
』
下
一
八
三
〜
一
八
四
頁
に
通
行
の
テ
キ
ス
ト
と
こ
の
写
本
と
の
校
異
を
載

せ
る
。

○ 

右
記
六
種
の
テ
キ
ス
ト
（
△
印
）
の
他
に
、
現
代
の
著
作
で
武
田
信
玄
の
漢
詩
十
七

首
に
つ
い
て
注
釈
を
加
え
た
も
の
と
し
て
、
次
の
三
種
が
あ
る
。
そ
の
中
で
文
字
の

異
同
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
示
す
も
の
あ
り
、
本
稿
で
一
部
そ
の
見
解
を
踏
襲
す

る
も
の
も
あ
る
の
で
、
右
五
種
の
テ
キ
ス
ト
に
準
じ
て
、
特
に
こ
こ
に
並
べ
て
お
く
。

　

△
萩
原
頼
平
著
『
機
山
公
十
七
首
詩
解 

全
』（
一
九
三
三
年
、
甲
斐
志
科
刊
行
会
）

 
 

↓
萩
原
本

　

△
河
住 
玄
著
『
武
田
信
玄
公
の
詩
歌
』
上
下
（
一
九
八
八
年
、
欣
求
庵
〔
私
家
版
〕）

 
 

↓
河
住
本

　

  

△ 

荻
原
留
則
著
『
改
訂
版 

機
山
武
田
信
玄
公
の
漢
詩
（
解
説
）』（
二
〇
一
一
年
、
志
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一
八

－     －

村
司
郎
〔
私
家
版
〕） 

↓
荻
原
本

○ 

底
本
及
び
参
照
し
た
各
本
に
は
訓
点
や
送
り
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

信
玄
自
ら
の
も
の
で
は
勿
論
な
く
、
恐
ら
く
後
世
、
筆
写
の
際
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、

信
玄
本
来
の
意
図
に
即
し
て
い
な
い
と
目
さ
れ
る
も
の
も
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は

必
ず
し
も
そ
れ
ら
に
拠
ら
ず
、
独
自
に
書
き
下
し
文
を
作
っ
た
。

【
参
考
文
献
】

Ａ　

漢
詩
十
七
首
注
釈

・
萩
原
頼
平
著
『
機
山
公
十
七
首
詩
解 

全
』（
一
九
三
三
年
、
甲
斐
志
科
刊
行
会
）

・
河
住 

玄
著
『
武
田
信
玄
公
の
詩
歌
』
上
下
（
一
九
八
八
年
、
欣
求
庵
〔
私
家
版
〕）

　
　

  

下
冊
一
四
七
頁
以
下
に
漢
詩
十
七
首
及
び
序
跋
の
校
異
・
語
釈
・
通
解
あ
り
。
参

考
を
付
す
。

・
荻  

原
留
則
著
『
改
訂
版 

機
山
武
田
信
玄
公
の
漢
詩
（
解
説
）』（
二
〇
一
一
年
、
志
村

司
郎
〔
私
家
版
〕）

　
　

十
七
首
＋
「
偶
作
」
一
首
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
語
釈
・
通
釈
及
び
解
説
・
参
考
あ
り
。

Ｂ　

甲
陽
軍
鑑
注
釈
・
現
代
語
訳

・
酒
井
憲
二
編
著
『
甲
陽
軍
鑑
校
注 

序
冊
』（
二
〇
一
三
年
、
勉
誠
出
版
）

 

漢
詩
十
七
首
に
簡
明
な
注
釈
を
付
す
。

・
腰
原
哲
朗
訳
『
甲
陽
軍
鑑
』
上
中
下
（
一
九
七
九
年
、
教
育
社
）

 

上
冊
二
七
九
頁
以
下
に
漢
詩
十
七
首
の
う
ち
十
二
首
を
抄
訳
。

Ｃ　

漢
詩
（
一
部
）
注
釈

・
簡
野
道
明
著
『
和
漢
名
詩
類
選
評
釈
』（
一
九
一
四
年
、
明
治
書
院
）

 

「
偶
作
」「
新
正
口
号
其
一
」
を
訳
注
。

・
内
田
泉
之
助
著
『
新
釈
和
漢
名
詩
選
』（
一
九
五
八
年
、
明
治
書
院
）

 

「
偶
作
」
一
首
を
訳
注
。

・
猪
口
篤
志
著
『
日
本
漢
詩
』
上
〔
新
釈
漢
文
大
系
〕（
一
九
七
八
年
、
明
治
書
院
）

 

「
偶
作
」
一
首
を
訳
注
。

・
菅  

野
禮
行
・
徳
田
武
訳
注
『
日
本
漢
詩
集
』〔
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
〕（
二
〇
〇
二

年
、
小
学
館
）

 

「
新
正
口
号
其
一
」「
春
山
如
笑
」
の
二
首
を
訳
注
。

・
石
川
忠
久
著
『
日
本
人
の
漢
詩
』（
二
〇
〇
三
年
、
大
修
館
書
店
）

 

「
偶
作
」「
新
正
口
号
其
一
」「
寄
濃
州
僧
」
の
三
首
を
解
説
。

・
林
田
慎
之
助
著
『
漢
詩
の
こ
こ
ろ 

日
本
名
作
選
』（
二
〇
〇
六
年
、
講
談
社
）

 

「
惜
落
花
」「
薔
薇
其
二
」「
旅
館
聴
鵑
」
の
三
首
を
解
説
。

・
宇  

野
直
人
著
『
漢
詩
を
読
む 

日
本
の
漢
詩
（
鎌
倉
〜
江
戸
中
期
）』（
二
〇
一
一
年
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

 

「
新
正
口
号
其
一
」
一
首
を
訳
注
。

・
長
尾 

剛
著
『
サ
ム
ラ
イ
の
漢
詩
』（
二
〇
一
三
年
、
明
治
書
院
）

 

「
偶
作
」
一
首
を
解
説
。

Ｄ　

漢
詩
（
一
部
）
に
言
及

・
岡  

田
正
之
著
『
日
本
漢
文
学
史
』（
一
九
二
九
年
、
共
立
社
書
店
、
増
訂
版
一
九
五
四
年
、

吉
川
弘
文
館
）

 

「
新
正
口
号
其
一
」「
春
山
如
笑
」
の
二
首
に
言
及
。

・
猪
口
篤
志
著
『
日
本
漢
文
学
史
』（
一
九
八
四
年
、
角
川
書
店
）

 

「
新
正
口
号
其
一
」「
寄
濃
州
僧
」「
春
山
如
笑
」
の
三
首
に
言
及
。

・
渡
邊
世
祐
『
武
田
信
玄
の
經
綸
と
修
養
』（
一
九
四
三
年
、
創
元
社
）

 

「  

第
二
篇　

そ
の
信
仰
及
び
文
芸
／
第
二
章　

そ
の
文
芸
／
第
一
節　

詩
」

（
三
〇
〇
頁
以
下
）
に
詩
十
七
首
及
び
序
跋
を
引
用
。

・
笹  

本
正
治
著
『
武
田
信
玄
』〔
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
〕（
二
〇
〇
五
年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房
）

 

「
春
山
如
笑
」「
古
寺
看
花
」「
新
緑
」
の
三
首
に
言
及
。

・
小
和
田
哲
男
著
『
戦
国
大
名
と
読
書
』（
二
〇
一
四
年
、
柏
書
房
）

 

「
偶
作
」「
春
山
如
笑
」「
古
寺
看
花
」「
寄
濃
州
僧
」
の
四
首
に
言
及
。

Ｅ　

そ
の
他

・
井
上
た
か
子
『
信
玄
和
歌
の
世
界
』（
一
九
八
八
年
、
山
梨
日
日
新
聞
社
）
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武田信玄漢詩校釈

一
九

－     －

武
田
信
玄
漢
詩
「
機
山
十
七
首
」
校
釈

〔
一
〕　
新
正
口
号
　
　
　
　
　
　
　
新し

ん
せ
い正

の
口こ

う
ご
う号

淑
気
未
融
春
尚
遅　
　
　
　
　

淑し
ゅ
く
き気

未い
ま

だ
融と

お

ら
ず　

春は
る

尚な

お
遅お

そ

し

霜
辛
雪
苦
豈
言
詩　
　
　
　
　

霜そ
う

辛し
ん

雪せ
つ

苦く　

豈あ

に
詩し

を
言い

わ
ん
や

此
情
愧
被
東
風
咲　
　
　
　
　

此こ

の
情じ

ょ
う　

愧は

ず
ら
く
は
東と

う
ふ
う風

に
咲わ

ら

わ
れ
ん

吟
断
江
南
梅
一
枝　
　
　
　
　

吟ぎ
ん
だ
ん断

す　

江こ
う
な
ん南

の
梅う

め

一い
っ
し枝

▽
七
絶
。
上
平
声
四
支
韻
（
遅
・
詩
・
枝
）。

△
「
淑
」、
磯
貝
本
作
「
俶
（
淑
）」。

○
新
正　

新
年
の
正
月
。
唐
の
厳
維
「
歳
初
に
皇
甫
侍
御
が
至
る
を
喜
ぶ
」（『
三
体
詩
』

巻
一
）
に
「
湖
上
の
新
正　

故
人
に
逢
う
」。　

○
口
号　

即
興
の
詩
。
口
に
随
い
心
に
浮

か
ぶ
ま
ま
に
（
文
字
に
書
か
ず
に
）
吟
詠
す
る
と
い
う
意
。
古
く
は
梁
の
簡
文
帝
の
「
仰

和
衞
尉
新
渝
侯
巡
城
口
号
」
に
始
ま
り
、
唐
代
の
詩
人
た
ち
が
多
く
襲
用
し
た
。
李
白
「
口

号
」「
口
号
贈
陽
徴
君
」、
杜
甫
「
晩
行
口
号
」「
紫
宸
殿
退
朝
口
号
」「
存
歿
口
号
」「
西
閣

口
号
呈
元
二
十
一
」「
喜
聞
盗
賊
総
退
口
号
」
な
ど
。　

○
淑
気　

春
の
お
だ
や
か
な
気
。

淑
は
善
い
、
や
さ
し
い
の
意
。
晋
の
陸
機
「
悲
哉
行
」
に
「
蕙
草　

淑
気
饒
か
に
／
時
鳥　

好
音
多
し
」。
唐
の
杜
審
言
「
早
春
の
遊
望
」（『
三
体
詩
』
巻
三
）
に
「
淑
気　

黄
鳥
を
催

し
／
晴
光　

緑
蘋
に
転
ず
」。
李
白
「
春
日
独
酌
其
一
」
に
「
東
風　

淑
気
を
扇
し
／
水
木　

春
暉
に
栄
ゆ
」。　

○
霜
辛
雪
苦　
「
霜
雪
辛
苦
」
の
互
文
。
新
春
が
訪
れ
た
と
は
い
え
、

山
国
で
は
ま
だ
寒
さ
は
続
き
、
霜
や
雪
に
苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
。　

○
豈
言
詩　

詩
な
ど
作
る
余
裕
が
な
い
。　

○
此
情
愧
被
東
風
咲　
「
此
情
」
は
こ
ん
な
〔
寒
く
て
詩
を

作
る
余
裕
が
無
い
と
い
う
〕
歌
心
を
欠
い
た
我
が
心
。「
東
風
」
は
春
風
。「
咲
」
は
笑
う
。

春
が
来
た
の
に
寒
い
か
ら
と
詩
が
作
れ
な
い
よ
う
で
は
、
春
風
に
笑
わ
れ
よ
う
。
な
お
こ

の
「
春
風
に
笑
わ
れ
る
」
と
い
う
自
然
の
擬
人
化
に
つ
い
て
は
余
説
二
参
照
。　

○
吟
断　

吟
ず
る
、
歌
う
。「
断
」
は
強
調
の
添
え
字
で
、
〜
し
尽
く
す
、
敢
え
て
〜
す
る
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
。
唐
の
竇
庠
「
冬
夜
の
寓
懐
、
王
翰
林
に
寄
す
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）
に
「
満
地

の
霜
蕪　

葉　

枝
を
下
る
／
幾
回
か
吟
断
す　

四
愁
詩
」、
同
じ
く
高
蟾
「
旅
夕
」（『
三
体

詩
』
巻
一
）
に
「
吟
断
し
て
人
の
見
る
無
き
に
堪
え
ず
」。　

○
江
南
梅
一
枝　

南
朝･

宋

の
陸
凱
が
長
安
の
范
曄
に
贈
っ
た
詩
「
梅
を
折
り
て
駅
使
に
逢
い
／
隴
頭
の
人
に
寄
与
す

／
江
南
有
る
所
無
し
／
聊
か
贈
る
一
枝
の
春
」（「
荊
州
記
」〔『
太
平
御
覧
』
巻
九
七
〇
引
〕）。

せ
め
て
そ
の
「
一
枝
の
春
」
と
い
う
こ
と
ば
を
た
よ
り
に
、
春
の
訪
れ
を
心
待
ち
に
す
る

こ
と
と
し
よ
う
。

《
新
春
正
月
即
興
の
詩
〔
そ
の
一
〕》

春
の
お
だ
や
か
な
気
は
こ
の
山
国
に
は
ま
だ
行
き
渡
ら
ず
、
春
は
な
お
遅
い
。
霜
や
雪

に
苦
し
め
ら
れ
て
、
新
春
の
詩
を
作
る
な
ど
と
暢
気
な
こ
と
が
言
っ
て
い
ら
れ
な
い
ほ
ど
だ
。

こ
ん
な
歌
心
で
は
恥
か
し
い
こ
と
に
春
風
に
笑
わ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
せ
め
て
陸
凱
の
「
梅

を
折
り
て
駅
使
に
逢
い
／
隴
頭
の
人
に
寄
与
す
／
江
南
有
る
所
無
し
／
聊
か
贈
る
一
枝
の
春
」

の
詩
を
吟
じ
て
、
一
枝
の
春
の
訪
れ
を
心
待
ち
に
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

【
余
説
一
】
戦
国
武
将
の
漢
詩
の
中
で
、
典
拠
の
あ
る
詩
句
を
多
く
用
い
る
と
い
う
点
で
は
、
武
田

信
玄
が
突
出
し
て
い
る
。
武
田
信
玄
、
直
江
兼
続
、
伊
達
政
宗
の
三
人
は
、
他
の
戦
国
武
将
に
比
べ
て

残
っ
て
い
る
漢
詩
の
数
が
比
較
的
多
い
が
、
そ
れ
は
三
人
と
も
幼
少
よ
り
禅
僧
の
も
と
で
漢
詩
・
漢
籍

を
学
ぶ
と
い
う
学
問
的
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
中
で
も
詩
句
か
ら
う
か
が
え
る
学
識
尤
も
深
い

の
は
信
玄
で
、
時
に
衒
学
的
で
す
ら
あ
る
。
そ
れ
は
信
玄
が
学
ん
だ
禅
僧
た
ち
が
五
山
文
学
の
影
響
下

に
あ
り
、
彼
ら
が
宋
詩
を
重
ん
じ
、
典
拠
を
頻
用
す
る
こ
と
を
詩
づ
く
り
の
一
つ
の
特
徴
と
し
て
い
る

こ
と
と
つ
な
が
り
が
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
で
は
さ
り
げ
な
く
宋
の
陸
凱
の
「
一
枝
の
春
」
の
詩
を
引
用
し
て
詩
に
奥
行
き
を
与
え
て
い

る
が
、
こ
う
し
た
詩
句
が
自
然
に
出
て
く
る
と
こ
ろ
に
信
玄
ら
し
い
特
徴
が
あ
る
。

【
余
説
二
】
転
句
の
「
此
の
情
愧
ず
ら
く
は
東
風
に
咲
わ
れ
ん
」
と
い
う
表
現
は
、
自
然
が
人
に

対
し
て
笑
う
と
い
う
擬
人
法
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
五
山
の
詩
僧 

絶
海
中
津

〔
一
三
三
六
〜
一
四
〇
五
〕
の
詩
「
扇
面
画
に
題
す
七
首
」
に
「
月
に
対
〔
む
か
〕
い
て
佳
句
無
く
ん

ば
／
応
に
月
に
嗤
〔
わ
ら
〕
わ
る
べ
し
」
と
い
い
「
琴
の
後
ろ
に
随
う
〔
琴
を
抱
え
た
侍
童
が
後
ろ
に

随
う
よ
う
な
風
雅
〕
有
ら
ず
ん
ば
／
青
山 

合
〔
ま
さ
〕
に
人
を
笑
う
べ
し
」
と
い
う
表
現
に
影
響
を

受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。

信
玄
の
こ
う
し
た
擬
人
的
自
然
観
は
、「〔
二
〕
新
正
の
口
号
其
の
二
」、「〔
四
〕
春
山
笑
う
が
如
し
」、

「〔
十
四
〕
便
面
水
仙
梅
花
」
な
ど
に
も
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
の
擬
人
法
的
捉
え
方
は
五
山
の
詩
僧
た
ち
の
詩
に
し
ば
し
ば
出
て
く
る
も
の
で
、「
花

は
相
看
る
毎
に
笑
い
を
含
ん
で
向
い
／
鶯
は
問
わ
ず
と
雖
も
声
を
寄
せ
て
来
る
」（
虎
関
師
錬
「
春
」）、

350
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「
雨
は
春
簷
に
洒
い
で
花
は
香
り
を
滴
ら
せ
／
声
を
作
〔
た
〕
て
て
故
ら
に
主
人
の
牀
に
向
か
う
」（
絶

海
中
津
「
春
雨
」）、「
幽
花
は
雨
の
頻
り
に
催
す
を
受
け
ず
／
羞
を
含
ん
で
白
昼
に
開
く
を
怕
る
な
る

べ
し
」（
義
堂
周
信
「
庭
前
の
桜
花
未
だ
開
か
ず
、
戯
れ
に
友
人
に
答
う
」）
な
ど
、
そ
の
例
は
多
い
。

こ
う
し
た
擬
人
化
さ
れ
た
自
然
観
は
、
実
は
五
山
の
詩
僧
た
ち
が
学
ん
だ
宋
詩
に
、
特
徴
的
に
見
え

る
自
然
観
な
の
で
あ
る
。（
詳
し
く
は
小
川
環
樹
「
自
然
は
人
に
好
意
を
も
つ
か
〜
宋
詩
の
擬
人
法
〜
」

〔『
風
と
雲　

中
国
文
学
論
集
』
所
収
〕
及
び
『
宋
詩
選
』
解
説
、
吉
川
幸
次
郎
『
宋
詩
概
説
』
序
章
第

十
二
節
「
宋
詩
に
お
け
る
自
然
」
を
参
照
）。
そ
れ
は
宋
の
時
代
の
、「
気
」
を
通
じ
て
自
然
と
人
間
を

一
体
の
も
の
と
と
ら
え
る
哲
学
あ
る
い
は
時
代
思
潮
に
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
宋
詩
↓
五
山
詩
僧
の
漢
詩
↓
信
玄
の
漢
詩
、
と
い
う
自
然
観
の
つ
な
が
り
が
あ
る

こ
と
は
こ
こ
で
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
こ
と
で
あ
る
。

〔
二
〕　
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又ま

た

風
送
鶯
寒
意
結＊

加　
　
　
　
　

風か
ぜ

は
鶯お

う

寒か
ん

を
送お

く

り
て　

意い

結む
す

ぼ
る
る
こ
と
加く

わ

わ
る

梅
辺
吟
履
月
横
斜　
　
　
　
　

梅ば
い

辺へ
ん

の
吟ぎ

ん

履り　

月つ
き

横お
う

斜し
ゃ

因
思
香
雪
斎＊

前
夜　
　
　
　
　

因よ

り
て
思お

も

う　

香こ
う

雪せ
つ

斎さ
い
ぜ
ん前

の
夜よ

る

春
若
有
情
吾
約
花　
　
　
　
　

春は
る

若も

し
情

じ
ょ
う

有あ

ら
ば　

吾わ
れ　

花は
な

に
約や

く

せ
ん

▽
七
絶
。
下
平
声
六
麻
韻
（
加
・
斜
・
花
）。

△
「
鶯
」、
尊
経
閣
本
、
磯
貝
本
作
「
鸎
」。
鸎
は
鶯
の
俗
字
。

　

  「
意
結
」、
底
本
及
び
類
従
本
作
「
意
緒
」、
国
会
本
、
尊
経
閣
本
、
大
泉
寺
本
作
「
意
結
」、
磯
貝

本
作
「
意
結
（
気
）」。
今
、
内
容
か
ら
国
会
本
、
尊
経
閣
本
、
大
泉
寺
本
に
従
い
「
意
結
」
に
改

め
る
。

　

  「
斎
前
」、
国
会
本
、
類
従
本
、
大
泉
寺
本
、
荻
原
本
作
「
斎
前
」、
底
本
及
び
他
本
皆
作
「
斉
前
」。

今
、
国
会
本
、
類
従
本
、
大
泉
寺
本
に
従
い
「
斎
前
」
に
改
め
る
。

○
鶯
寒　
「
鶯
寒
」
の
語
、
漢
籍
に
は
見
え
な
い
が
、
後
述
の
如
く
日
本
の
和
歌
の
伝
統

で
は
、
鶯
は
氷
や
雪
の
ま
だ
融
け
ぬ
う
ち
か
ら
啼
い
て
春
を
告
げ
る
鳥
と
さ
れ
る
（
↓
「
余

説
一
」
参
照
）。
し
た
が
っ
て
「
鶯
寒
」
と
は
鶯
は
啼
く
が
、
ま
だ
氷
も
雪
も
融
け
ぬ
こ
ろ

の
寒
さ
と
い
う
意
味
あ
い
だ
ろ
う
。　

○
意
結　
「
意
結
ぼ
る
」
と
は
心
屈
し
て
伸
び
な
い

さ
ま
。
こ
れ
も
日
本
の
和
歌
の
伝
統
で
「
う
ぐ
ひ
す
」
の
「
う
く
」
と
「
憂
く
」
が
結
び

つ
く
連
想
が
背
後
に
あ
ろ
う
（
↓
「
余
説
一
」
参
照
）。（
中
国
で
は
「
気
結
ぼ
る
」「
腸
結

ぼ
る
」
な
ど
の
表
現
が
あ
る
。
息
が
詰
ま
る
、
思
い
が
屈
す
る
の
意
。
曹
植
「
応
氏
を
送

る
其
一
」
に
「
我
が
平
常
の
居
を
念
い
／
気
結
ぼ
れ
て
言
う
こ
と
能
わ
ず
」。
白
居
易
「
啄

木
の
曲
」
に
「
解
結
の
錐
を
磨
く
莫
れ
／
虚
し
く
人
の
気
力
を
労
せ
ん
／
我
に
腸
中
の
結

ぼ
る
る
有
り
／
君
の
解
き
得
ざ
る
を
知
る
」）。
な
お
底
本
は
「
意
緒
」
に
作
る
。「
意
緒
」

は
心
意
、
情
緒
、
思
い
。
南
朝
斉
の
王
融
「
琵
琶
を
詠
ず
」
に
「
絲
中　

意
緒
を
伝
え
／

花
裏　

春
情
を
寄
す
」。
五
代
の
徐
鉉
「
柳
枝
の
辞
十
二
」
に
「
唯
美
人
有
り
て
意
緒
多
く

／
解
く
芳
態
に
依
り
て
双
眉
を
画
く
」。「
意
緒
加
わ
る
」
と
は
、
思
い
が
深
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
、
内
容
的
に
は
「
意
結
ぼ
る
る
こ
と
加
わ
る
」
と
ほ
ぼ
同
意
で
あ
る
。　

○
吟

履　

詩
語
に
は
見
え
な
い
が
、
詩
を
詠
も
う
と
し
て
庭
な
ど
に
出
て
土
を
履
ん
で
歩
き
回

る
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
際
履
い
て
い
る
履
物
の
こ
と
か
。
仏
教
用
語
に
は
「
行
履
」〔
あ

ん
り
〕
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
て
、
行
住
坐
臥
一
切
の
行
為
を
指
す
。
そ
の
場
合
の
「
履
」

は
履
践
の
意
。
似
た
表
現
で
「
吟
＋
□
」
と
い
う
熟
語
と
し
て
は
、
中
国
で
は
「
吟
行
」（
吟

じ
つ
つ
行
く
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
例
え
ば
唐
の
張
籍
「
賈
島
に
逢
う
」
に
「
寺
を
出

て
吟
行
す
れ
ば
日
已
に
斜
め
な
り
」
な
ど
。
ま
た
「
吟
筇
」「
吟
杖
」（
筇
も
杖
の
意
）
と

い
う
言
葉
も
あ
り
、
詩
を
詠
む
際
に
携
え
る
杖
の
意
。
宋
の
蔡
正
孫
「
魏
梅
墅
に
寄
訊
す
」

に
「
吟
筇
肯
て
山
斎
に
過
ら
ん
や
未
や
／
近
ご
ろ
新
吟
多
少
の
詩
有
り
や
」
な
ど
と
見
え
る
。

他
に
五
山
の
詩
僧
の
詩
句
に
「
吟
鞍
」（
歌
吟
し
な
が
ら
跨
っ
て
い
る
鞍
）「
詩
鞋
」（
詩
を

詠
む
の
に
歩
き
回
る
際
の
草
鞋
）
な
ど
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
。
南
江
宗
沅
「
扇
面
富
士
」

に
「
東
関
千
里
吟
鞍
の
上
／
晴
雪
人
を
趁
う
三
五
州
」。
万
里
集
九
「
内
屋
蔦
」
に
「
詩
鞋

踏
み
難
し
和
歌
の
道
／
一
葉
を
摘
み
て
行
巻
の
中
に
編
ま
ん
」。「
吟
履
」
は
そ
う
い
う
言

葉
と
同
じ
発
想
で
作
ら
れ
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。　

○
月
横
斜　

月
の
光
に
梅
の
枝
の
影
が

横
ざ
ま
に
、
ま
た
斜
め
に
地
上
に
映
っ
て
い
る
。
北
宋
の
林
逋
（
林
和
靖
）「
山
園
小
梅
」

の
「
疎
影
横
斜　

水
清
浅
／
暗
香
浮
動　

月
黄
昏
」
に
基
づ
く
。
○
香
雪　

か
お
り
の
あ

る
雪
、
す
な
わ
ち
白
い
花
の
比
喩
。
宋
の
蘇
軾
「
月
夜
客
と
杏
花
の
下
に
飲
む
」
に
「
花

間
に
置
酒
す
れ
ば
清
香
発
し
／
争
う
て
長
條
を
挽
き
て
香
雪
落
つ
」。
こ
こ
は
梅
の
花
の
た

と
え
。
宋
の
尤
袤
「
落
梅
」
に
「
卻
っ
て
憶
う　

孤
山
酔
帰
の
路
／
馬
蹄
の
香
雪　

東
風

に
襯
せ
し
を
」。　

○
斎
前　

書
斎
の
前
。
あ
る
い
は
斎
戒
の
と
き
居
る
部
屋
の
前
。『
宋
書
』

蕭
恵
開
伝
に
「
寺
内
住
む
所
の
斎
前
、
嚮
に
種
え
し
花
草
の
甚
だ
美
な
る
有
り
。
恵
開
悉

く

除
す
」。　

○
約
花　

花
に
約
束
す
る
。
花
と
友
と
な
る
。
こ
の
「
機
山
十
七
首
」
の

序
文
（
惟
高
妙
安
の
作
）
に
「
凡
そ
詩
道
の
興
る
や
旧
し
。
…
風
に
吟
じ
月
を
弄
し
、
花
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に
約
し
葉
に
媒
す
る
の
徒
、
滔
々
と
し
て
皆
是
れ
な
り
」
と
あ
る
。「
吟
風
弄
月
約
花
媒
葉

之
徒
」
と
は
詩
人
た
ち
を
指
す
。

《
新
春
正
月
即
興
の
詩
〔
そ
の
二
〕》

春
尚
お
遅
い
山
国
に
も
鶯
が
啼
き
出
し
た
が
、
そ
の
鶯
も
寒
さ
に
ふ
る
え
る
ほ
ど
の
風

が
吹
き
、
私
の
心
は
ま
だ
結
ぼ
れ
た
ま
ま
。
梅
は
ま
だ
か
と
庭
に
出
て
梅
の
木
の
周
り
を

歩
い
て
み
た
が
、
月
の
光
に
さ
え
ざ
え
と
梅
の
枝
の
影
が
横
に
斜
め
に
地
上
に
映
る
ば
か
り
。

雪
の
よ
う
な
真
っ
白
な
梅
の
花
が
香
り
ゆ
た
か
に
書
斎
の
前
の
庭
に
咲
き
そ
ろ
う
夜
が
待

ち
遠
し
い
。
春
に
も
し
情
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
花
の
咲
く
夜
ま
で
、
今
か
ら
約
束
を
し

て
お
こ
う
。（
早
く
約
束
を
果
た
し
て
咲
い
て
欲
し
い
）。

【
余
説
一
】
こ
の
詩
は
「
風
は
鶯
寒
を
送
り
て　

意
結
ぼ
る
る
こ
と
加
わ
る
」「
春
若
し
情
有
ら
ば　

吾　

花
に
約
せ
ん
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
春
が
来
た
の
に
ま
だ
寒
く
、
梅
が
ほ
こ
ろ
ば
ぬ
の
を
待
ち

わ
び
て
、
そ
の
心
を
歌
に
し
た
も
の
。「
新
正
口
号
其
一
」
と
同
じ
く
、
梅
を
待
ち
わ
び
る
心
を
歌
う
。

（
な
お
結
句
の
「
春
若
し
情
有
ら
ば　

吾　

花
に
約
せ
ん
」
も
春
や
花
を
擬
人
化
し
て
い
る
）。

と
こ
ろ
で
こ
の
詩
の
「
風
は
鶯
寒
を
送
り
て　

意
結
ぼ
る
る
こ
と
加
わ
る
」
と
い
う
起
句
の
発
想
の

背
後
に
は
、
察
す
る
と
こ
ろ
、
日
本
の
和
歌
の
伝
統
が
生
き
て
い
る
。

和
歌
の
中
で
の
鶯
の
描
か
れ
方
に
は
（
一
）「
雪
か
か
る
そ
と
も
の
梅
は
お
そ
け
れ
ど
ま
づ
春
つ
ぐ

る
う
ぐ
ひ
す
の
声
」（
風
雅
集
）
の
よ
う
に
、
氷
や
雪
の
ま
だ
融
け
ぬ
う
ち
か
ら
啼
い
て
春
を
告
げ
る

鳥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
、（
二
）「
春
た
て
ど
花
も
に
ほ
は
ぬ
山
ざ
と
は
も
の
憂
か
る
音
に
鶯
ぞ
な
く
」（
古

今
集
）
の
よ
う
に
鶯
の
「
う
く
」
と
「
憂
く
」
を
掛
け
て
、
鶯
の
声
が
も
の
う
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
を

聞
く
人
の
心
が
も
の
う
げ
に
な
る
と
い
う
理
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
い
ず
れ
も
中
国
の
漢
詩
に
は
な
い
連

想
で
あ
り
、
信
玄
の
詩
の
背
景
に
こ
う
し
た
和
歌
の
理
解
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
一
）
鶯
と
寒
さ
。

・
雪
の
内
に
春
は
き
に
け
り
鶯
の
こ
ほ
れ
る
な
み
だ
い
ま
や
と
く
ら
む
（
古
今
集
）

・
春
立
て
ば
花
と
や
見
ら
む
白
雪
の
か
か
れ
る
枝
に
鶯
ぞ
鳴
く
（
古
今
集
）

・
氷
だ
に
と
ま
ら
ぬ
春
の
谷
風
に
ま
だ
う
ち
と
け
ぬ
鶯
の
声
（
拾
遺
集
）

・
う
ぐ
ひ
す
の
こ
ゑ
な
か
り
せ
ば
ゆ
き
き
え
ぬ
や
ま
ざ
と
い
か
で
は
る
を
し
ら
ま
し
（
拾
遺
集
）

・
う
ぐ
ひ
す
の
は
か
ぜ
を
さ
む
み
か
す
が
の
の
霞
の
衣
い
ま
は
た
つ
ら
ん
（
続
後
撰
集
）

・  

む
め
が
え
に
こ
ぞ
の
や
ど
と
ふ
う
ぐ
ひ
す
の
は
つ
ね
も
さ
む
く
あ
は
ゆ
き
ぞ
ふ
る
（
続
古
今
集
）

（
二
）
鶯
と
「
憂
し
」

・
春
た
て
ど
花
も
に
ほ
は
ぬ
山
ざ
と
は
も
の
憂
か
る
音
に
鶯
ぞ
な
く
（
古
今
集
）

・
い
た
づ
ら
に
春
し
ら
ぬ
身
と
思
ふ
に
も
い
ま
は
物
う
き
鶯
の
こ
ゑ
（
続
後
拾
遺
集
）

・
う
ぐ
ひ
す
の
ま
だ
も
の
う
げ
に
な
く
め
る
は
け
さ
も
梢
に
雪
や
ふ
る
ら
ん
（
玉
葉
集
）

【
余
説
二
】
こ
の
詩
で
は
信
玄
の
愛
し
た
北
宋
の
林
逋
（
林
和
靖
）
の
「
山
園
小
梅
」
の
詩
句
、「
疎

影
横
斜　

水
清
浅
／
暗
香
浮
動　

月
黄
昏
」
を
引
用
し
て
い
る
。「〔
十
五
〕
便
面
半
月
照
梅
花
」
に
も

同
じ
詩
を
ふ
ま
え
た
「
昏
月
横
斜　

夜
な
ら
ん
と
欲
す
る
時
／
梅
花
秀
色　

臙
脂
に
似
た
り
」
の
句
が

見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
林
和
靖
の
梅
の
詩
を
愛
す
る
傾
向
は
、
信
玄
が
詩
を
作
る
上
で
手
本
と
し
た
五
山
の
詩

僧
た
ち
に
共
通
す
る
特
徴
で
、
彼
ら
の
詩
に
は
「
疎
影
横
斜　

水
清
浅
／
暗
香
浮
動　

月
黄
昏
」
が
形

を
変
え
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
例
え
ば
絶
海
中
津
の
「
画
梅
に
題
す
」
に
「
孤
山
曽
て
訪
う
中
庸
子

／
水
に
照
る
梅
花　

処
士
の
家
／
駅
使
は
伝
え
ず　

南
国
の
信
／
黄
昏　

月
に
和
し
て
横
斜
を
看
る
」。

ま
た
義
堂
周
信
「
庭
前
に
梅
を
接
い
で
宛
も
霄
を
凌
ぐ
の
態
有
り
、
蓋
し
俗
に
気
条
と
謂
う
も
の
な
り
」

の
詩
に
「
梅
を
愛
す
る
に
何
ぞ
必
ず
し
も
横
枝
を
貴
ば
ん
／
千
尺
雲
を
凌
ぐ
も
也
た
一
奇
」。

【
余
説
三
】『
甲
陽
軍
鑑
』
品
第
九
「
信
玄
公
御
歌
の
会
の
事
」
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。「
そ

こ
に
て
信
玄
公
、
寺
島
甫
庵
を
召
し
て
、
円
光
寺
雪
山
和
尚
へ
行
き
て
、
宋
梅
洞
の
噂
は
何
の
本
に
あ

る
や
ら
ん
。
尋
ね
て
書
付
け
持
ち
来
れ
、
と
御
申
し
あ
り
、
甫
庵
を
円
光
寺
へ
さ
し
遣
は
さ
る
ゝ
。」
と
。

こ
こ
に
言
う
「
宋
梅
洞
」
と
は
宋
の
林
和
靖
の
こ
と
で
、
そ
の
噂
と
は
、
梅
を
め
ぐ
る
「
梅
妻
鶴
子
」

な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
信
玄
が
林
和
靖
に
特
別
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
一
節
で
あ
る
。（
も
っ
と
も
こ
れ
は
裏
の
事
情
を
言
え
ば
「
御
歌
の
会
」
に
突
然
予
定
し
な
い
参
会

者
が
あ
り
、
人
数
合
わ
せ
の
た
め
に
、
一
人
削
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
、
寺
島
甫
庵
に
わ
ざ
と
用
事
を

言
い
付
け
、
他
へ
遣
わ
し
た
に
過
ぎ
ず
、
質
問
は
そ
の
口
実
で
あ
っ
た
）。

〔
三
〕　
鳥
語
花
中
管
絃
　
　
　
　
　
　
鳥ち

ょ
う
ご語

は
花か

ち
ゅ
う中

の
管か

ん
げ
ん絃

飛
入
繁
花
奏
管
絃　
　
　
　
　

飛と

ん
で
繁は

ん

花か

に
入い

り
て　

管か
ん
げ
ん絃

を
奏そ

う

す

提
壺
勧
酒
共
留
連　
　
　
　
　

壺つ
ぼ

を
提ひ

っ
さげ

〔
又
は
提て

い

壺こ

〕
酒さ

け

を
勧す

す

め
て　

共と
も

に
留

り
ゅ
う

連れ
ん

す

新
翻
一
曲
芳
春
調　
　
　
　
　

新あ
ら

た
に
一い

っ
き
ょ
く曲を

翻
ひ
る
が
えす　

芳ほ
う

春し
ゅ
んの

調し
ら

べ

数
囀
黄
鶯
古
寺
前　
　
　
　
　

数す

囀て
ん

の
黄こ

う
お
う鶯　

古こ

じ寺
の
前ま

え

▽
七
絶
。
下
平
声
一
先
韻
（
弦
・
連
・
前
）。

△  

「
勧
」、
類
従
本
作
「
勤
」、
誤
也
。「
翻
」、
国
会
本
、
尊
経
閣
本
、
磯
貝
本
、
類
従
本
、
大
泉
寺

本
作
「
飜
」。「
翻
」「
飜
」
通
用
。
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○
鳥
語　

鳥
の
鳴
き
声
。
梁
の
蕭
子
範
「
春
望
古
意
」
に
「
春
情　

柳
色
に
寄
せ
／
鳥

語　

梅
中
に
出
ず
」。　

○
管
絃　

管
絃
楽
、
音
楽
。
唐
の
崔
湜
「
春
日
幸
し
て
春
宮
を
望

む
に
奉
和
す
」
に
「
庭
際
に
花
飛
ん
で
錦
繍
合
し
／
枝
間
に
鳥
囀
り
て
管
絃
に
同
じ
」。　

○
繁
花　

咲
き
乱
れ
る
花
。
唐
の
盧
綸
「
早
春　

盩
厔
に
帰
り
て
耿

・
李
端
に
寄
す
」（『
三

体
詩
』
巻
二
）
に
「
万
家
の
廃
井　

新
草
を
生
じ
／
一
樹
の
繁
花　

古
墳
に
対
す
」。
同
じ

く
李
商
隠
「
馬
郎
中
の
白
菊
を
移
し
示
さ
る
る
に
和
す
」
に
「
素
色
同
じ
か
ら
ず
籬
下
に

発
き
／
繁
花
疑
う
ら
く
は
月
中
自
り
生
ず
る
か
と
」。　

○
提
壺
勧
酒　
「
提
壺
」
は
酒
壺

を
提
げ
る
。
ま
た
別
の
解
釈
と
し
て
「
提
壺
」
は
鳥
の
名
。
鵜
鶘
。
ま
た
提
壺
蘆
、
提
胡

蘆
と
も
い
う
。
唐
の
白
居
易
「
早
春
提
壺
鳥
を
聞
き
、
因
り
て
隣
家
に
題
す
」
に
「
聴
く

を
厭
う　

秋
猿
下
涙
を
催
す
を
／
聞
く
を
喜
ぶ　

春
鳥
提
壺
を
勧
む
る
を
」。
ま
た
宋
の
歐

陽
脩
「
啼
鳥
」
に
「
独
り
花
上
の
提
壺
〔
葫
〕
蘆
有
り
／
我
に
勧
む　

酒
を
沽
〔
か
〕
い

て
花
前
に
傾
け
よ
と
」。
こ
こ
は
「
壺
を
提
ぐ
」
と
「
提
壺
鳥
」
の
掛
詞
の
よ
う
に
理
解
し

て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。　

○
留
連　

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
去
る
に
忍
び
な
い
。
い
つ
の
間
に

か
長
居
を
す
る
。
じ
っ
く
り
と
堪
能
す
る
。
梁
の
元
帝
「
長
歌
行
」
に
「
人
生
は
行
楽
の

み
／
何
れ
の
処
か
留
連
せ
ざ
ら
ん
」。
唐
の
李
白
「
友
人
会
宿
」
に
「
滌
蕩
す
千
古
の
愁
い

／
留
連
す
百
壺
の
飲
」。　

○
芳
春　

百
花
咲
き
に
お
う
、
か
ん
ば
し
い
春
。
晋
の
陸
機
「
文

賦
」
に
「
落
葉
を
勁
秋
に
悲
し
み
／
柔
條
を
芳
春
に
喜
ぶ
」。
南
斉
の
謝
朓
「
東
田
に
遊
ぶ
」

に
「
芳
春
の
酒
に
対
せ
ず
／
還
っ
て
青
山
の
郭
を
望
む
」。　

○
数
囀　

数
声
の
さ
え
ず
り
。

「
ス
テ
ン
」
と
読
む
。　

○
黄
鶯　

う
ぐ
い
す
。
唐
の

毋
潜
「
章
彝
の
第
を
下
る
を
送
る
」

（『
三
体
詩
』
巻
三
）
に
「
黄
鶯
啼
い
て
馬
に
就
き
／
白
日
暗
く
し
て
林
に
帰
る
」。

《
鳥
の
さ
え
ず
り
は
花
の
中
の
音
楽
》

鳥
た
ち
は
咲
き
乱
れ
る
花
の
枝
に
止
ま
り
、
に
ぎ
や
か
に
囀
る
。
ま
る
で
音
楽
の
よ
う
だ
。

そ
の
花
の
下
、
酒
壺
を
携
え
酒
を
勧
め
て
、
仲
間
と
共
に
（
鳥
と
共
に
）
春
を
じ
っ
く
り

と
堪
能
し
よ
う
。
す
る
と
ま
た
聞
こ
え
て
き
た
の
は
、
新
た
に
一
曲
、
転
が
す
よ
う
な
鶯

の
さ
え
ず
り
。
こ
の
芳
し
き
春
の
調
べ
。
そ
し
て
鶯
の
声
は
続
く
、
古
寺
の
前
。

【
余
説
】「
鳥
語
は
花
中
の
管
絃
」
と
い
う
の
は
唐
の
崔
湜
の
「
春
日
幸
し
て
春
宮
を
望
む
に
奉
和
す
」

に
「
庭
際
に
花
飛
ん
で
錦
繍
合
し
／
枝
間
に
鳥
囀
り
て
管
絃
に
同
じ
」
と
あ
る
の
と
同
じ
発
想
。

「
提
壺
勧
酒
」
の
語
か
ら
す
れ
ば
、
鳥
た
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
啼
き
声
を
並
べ
て
描
い
た
宋
の
歐
陽
脩

の
「
啼
鳥
」
の
詩
を
信
玄
は
読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
れ
か
が
「
壺
を
提
げ
」
と
読
ん
だ
ら
、

信
玄
公
、
そ
う
で
は
な
い
、
そ
れ
は
「
提
壺
」
と
い
う
名
の
鳥
の
こ
と
じ
ゃ
、
と
煙
に
巻
い
た
の
で
は

な
い
か
。

〔
四
〕　
春
山
如
笑
　
　
　
　
　
　
　
春

し
ゅ
ん
ざ
ん山

笑わ
ら

う
が
如
し

簷
外
風
光
分
外
新　
　
　
　
　

簷え
ん
が
い外

の
風ふ

う
こ
う光　

分ぶ
ん
が
い外

に
新あ

ら

た
に

捲
簾
山
色
悩
吟
身　
　
　
　
　

簾す
だ
れを

捲ま

け
ば　

山さ
ん

色し
ょ
く

　

吟ぎ
ん

身し
ん

を
悩な

や

ま
す

孱
顔
亦
有
蛾
眉
趣　
　
　
　
　

孱さ
ん

顔が
ん

も
亦ま

た
蛾が

眉び

の
趣お

も
むき

有あ

り

一
笑
靄
然
如
美
人　
　
　
　
　

一
い
っ
し
ょ
う笑

靄あ
い

然ぜ
ん

と
し
て
美び

じ
ん人

の
如ご

と

し

▽
七
絶
。
上
平
声
十
一
真
韻
（
新
・
身
・
人
）。

△
「
如
笑
」、
大
泉
寺
本
作
「
如
咲
」。

○
春
山
如
笑　

宋
の
郭
煕
の
絵
画
論
『
林
泉
高
致
』
山
水
訓
に
「
春
山
艶
冶
に
し
て
笑

う
が
如
く
、
夏
山
蒼
翠
に
し
て
滴
る
が
如
く
、
秋
山
明
浄
に
し
て
粧
え
る
が
如
く
、
冬
山

惨
淡
に
し
て
睡
る
が
如
し
」。

○
簷
外　

簷
は
の
き
、
ひ
さ
し
。
唐
の
包
佶
「
竇
拾
遺
が
病
に
臥
し
て
寄
せ
ら
る
る
に

答
う
」（『
三
体
詩
』
巻
二
）
に
「
客
を
送
っ
て
屡
し
ば
聞
く
簷
外
の
鵲
」。　

○
風
光　

風

と
光
。
唐
の
賈
島
「
三
月
晦
日
劉
評
事
に
贈
る
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）
に
「
風
光
我
が
苦

吟
の
身
に
別
る
」。
同
じ
く
司
空
図
「
早
春
」（『
三
体
詩
』
巻
三
）
に
「
風
光
愛
す
可
き
を

知
る
」。　

○
分
外　

と
り
わ
け
、
非
常
に
、
格
別
に
（
口
語
的
表
現
）。
唐
の
高
蟾
「
晩
思
」

に
「
虞
泉
の
冬
恨　

由
来
短
く
／
楊
葉
春
期　

分
外
に
長
し
」。
宋
の
楊
万
里
「
秋
雨
嘆
十

解
」
に
「
湿　

団
扇
を
侵
し
て　

軽
き
こ
と
能
わ
ず
／
冷　

孤
灯
に
逼
り
て　

分
外
に
明

ら
か
な
り
」。　

○
捲
簾　

簾
を
巻
く
。
唐
の
王
勃
「
滕
王
閣
」
に
「
珠
簾
暮
れ
に
捲
く
西

山
の
雨
」。　

○
山
色　

宋
の
蘇
軾
「
湖
上
に
飲
す
、
初
め
は
晴
れ
後
に
雨
ふ
る
」
其
の
二

に
「
山
色
空
濛
と
し
て
雨
も
亦
た
奇
な
り
」。　

○
悩
吟
身　
「
吟
身
」
は
漢
籍
に
見
え
な

い
語
だ
が
、
お
そ
ら
く
詩
を
吟
ず
る
人
の
意
。「
吟
身
を
悩
ま
す
」
は
詩
を
吟
じ
よ
う
と
し

て
、
ど
う
表
現
す
る
か
悩
む
、
あ
る
い
は
歌
心
が
刺
激
さ
れ
る
の
意
だ
ろ
う
。
前
引
の
賈

島
「
三
月
晦
日
劉
評
事
に
贈
る
」
に
「
風
光
我
が
苦
吟
の
身
に
別
る
」
と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
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こ
こ
も｢

吟
に
悩
む
身｣

と
読
む
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
が
、「
山
色
悩
吟
身
」
と
い
う

言
葉
の
続
き
具
合
か
ら
す
れ
ば
、
や
は
り
「
山
色
」
が
「
吟
身
を
悩
ま
す
」
と
擬
人
法
的

に
読
ま
せ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
五
山
の
詩
僧
東
沼
周
巖
の
「
詩
し
て
伯
耆
の
康

節
俊
少
を
招
く
」
の
詩
に
「
秋
鳴
夜
は
永
し　

吟
身
を
奈
〔
い
か
〕
ん
せ
ん
」
と
「
吟
身
」

が
単
語
と
し
て
見
え
る
こ
と
を
考
え
て
も
、「
吟
身
を
悩
ま
す
」
と
読
む
方
が
正
し
い
だ
ろ

う
。（
因
み
に
伊
達
政
宗
の
詩
「
水
辺
の
月
」
に
も
「
此
の
景
尤
も
奇
に
し
て
簾
外
を
見
れ

ば
／
水
辺
の
佳
興　

吟
身
を
悩
ま
す
」
と
あ
る
）。　

○
孱
顔　

山
の
高
く
険
し
い
さ
ま
。

孱
は
巉
、
顔
は
巌
に
通
ず
。
唐
の
李
華
「
含
元
殿
の
賦
」
に
「
崢
嶸
た
る
孱
顔
／
下　

南

山
を
視
る
」。
宋
の
王
禹

「
畭
田
の
詞
」
其
の
一
に
「
大
家
力
を
斉
せ
て
孱
顔
を
劚
る
」〔
険

し
い
山
の
木
を
切
り
倒
す
〕。
同
じ
く
蘇
軾
「
峡
山
寺
」
に
「
我
行
き
て
遅
速
無
く
／
衣
を

摂
り
て
孱
顔
を
歩
む
」。
ま
た
五
山
の
詩
僧
絶
海
中
津
の
「
山
」
に
「
稜
層
と
し
て
高
く
出

ず　

白
雲
の
間
／
万
仞
の
孱
顔　

天
斧
刪
る
」。
同
じ
く
義
堂
周
信
の
「
臘
八
に
徒
に
示
す
」

に
「
遥
か
に
怜
む　

螺
髪
の
叟
〔
＝
釈
迦
〕
の
／
跣
足
に
し
て
孱
顔
を
下
り
し
を
」
と
あ

る
。　

○
蛾
眉
趣　

美
人
の
眉
の
よ
う
な
雰
囲
気
の
ゆ
る
や
か
な
弧
を
描
く
。「
孱
顔
」
険

し
い
山
も
緑
に
芽
吹
い
て
、「
蛾
眉
」
美
人
の
眉
の
よ
う
な
柔
ら
か
な
山
容
を
し
め
し
て
い

る
。「
孱
顔
」
の
「
顔
」
と
「
蛾
眉
」
と
結
句
の
「
笑
」
の
字
が
縁
語
と
し
て
連
な
っ
て
擬

人
法
的
な
描
写
に
な
っ
て
い
る
。　

○
一
笑　

ち
ょ
っ
と
笑
う
。
白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
頭

を
回
ら
し
て
一
笑
す
れ
ば
百
媚
生
じ
／
六
宮
の
粉
黛
顔
色
無
し
」。
こ
こ
で
は
「
春
山
艶
冶

に
し
て
笑
う
が
如
し
」
の
意
。　

○
靄
然　

ぼ
ん
や
り
と
か
す
む
さ
ま
。
唐
の
王
昌
齢
「
鄭

県
に
て
陶
太
公
の
館
中
に
宿
し
馮
六
元
二
に
贈
る
」
に
「
飛
雨
祠
上
に
来
り
／
靄
然
と
し

て
関
中
暮
る
」。
唐
の
劉
長
卿
「
晩
に
湖
口
に
次
り
て
憶
い
有
り
」
に
「
靄
然
と
し
て
空
水

合
し
／
目
は
極
む
平
江
の
暮
」。

《
春
の
山
は
笑
う
が
ご
と
し
》

軒
端
の
向
こ
う
に
見
え
る
春
景
色
は
こ
と
の
ほ
か
鮮
や
か
で
、
簾
を
巻
い
て
見
上
げ
れ

ば
目
に
飛
び
込
む
山
の
姿
は
、
何
と
表
現
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
ほ
ど
だ
。
高
く
険
し

い
山
肌
も
、
や
わ
ら
か
な
新
緑
に
包
ま
れ
て
、
美
人
の
眉
の
よ
う
な
緩
や
か
な
曲
線
を
描

い
て
い
る
。
ほ
ん
の
り
か
す
む
そ
の
山
容
は
美
人
が
に
っ
こ
り
笑
っ
た
よ
う
で
は
な
い
か
。

【
余
説
】
こ
の
詩
に
見
え
る
「
春
山
笑
う
が
如
し
」
と
か
「
孱
顔
も
亦
た
蛾
眉
の
趣
き
有
り
／
一
笑

靄
然
と
し
て
美
人
の
如
し
」
と
い
っ
た
表
現
も
、
自
然
の
擬
人
化
で
あ
り
、
宋
の
郭
煕
『
林
泉
高
致
』

山
水
訓
に
「
春
山
艶
冶
に
し
て
笑
う
が
如
く
、
夏
山
蒼
翠
に
し
て
滴
る
が
如
く
、
秋
山
明
浄
に
し
て
粧

え
る
が
如
く
、
冬
山
惨
淡
に
し
て
睡
る
が
如
し
」
と
あ
り
、
ま
た
蘇
軾
の
「
西
湖
を
把
っ
て
西
子
に
比

せ
ん
と
欲
す
れ
ば
／
淡
粧
濃
抹
総
て
相
宜
し
」（「
湖
上
に
飲
む　

初
め
晴
れ
後
に
雨
ふ
る
」
其
二
）、

歐
陽
脩
の
「
啼
鳥
」
に
「
花
は
能
く
嫣
然
と
し
て
我
を
顧
み
て
笑
い
／
鳥
は
我
に
飲
む
を
勧
め
て
無
情

に
非
ず
」
と
あ
る
よ
う
な
、
宋
代
に
お
け
る
自
然
の
擬
人
化
の
流
れ
に
沿
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

〔
五
〕　
古
寺
看
花
　
　
　
　
　
　
　
古こ

じ寺
　
花
を
看み

る

紺
藍
無
処
不
深
紅　
　
　
　
　

紺こ
ん

藍ら
ん　

処と
こ
ろと

し
て
深し

ん
く紅

な
ら
ざ
る
は
無
し

花
下
吟
遊
勝
会
中　
　
　
　
　

花か

か下
の
吟ぎ

ん
ゆ
う遊　

勝し
ょ
う
か
い会の

中う
ち

身
上
従
教
詩
破
戒　
　
　
　
　

身し
ん
じ
ょ
う上　

従さ
も

教あ
ら
ばあ

れ　

詩　

戒か
い

を
破や

ぶ

る
を

挙
盃
終
日
酔
春
風　
　
　
　
　

盃
さ
か
ず
きを

挙あ

げ
終し

ゅ
う
じ
つ日　

春し
ゅ
ん
ぷ
う風に

酔よ

う

▽
七
絶
。
上
平
声
一
東
韻
（
紅
・
中
・
風
）。

△
「
花
下
」、
大
泉
寺
本
誤
作
「
花
上
」。

○
紺
藍　

寺
の
異
称
。
紺
園
〔
こ
ん
お
ん
〕・
紺
宇
・
紺
殿
・
紺
房
な
ど
と
も
言
う
。『
祖

庭
事
苑
』
巻
四
に
「
紺
園
」
を
掲
げ
て
云
う
、「
梵
語
、
僧
伽
藍
摩
。
此
〔
漢
語
〕
に
は
衆

園
と
云
う
。
西
域
に
給
孤
独
園
・
祇
園
・
金
園
・
鶏
園
の
名
有
り
。
群
生
種
植
福
慧
を
以

て
義
と
為
す
。
皆
な
佛
祠
の
通
称
な
り
。
紺
園
は
即
ち
紺
宇
な
り
。
釈
名
に
曰
く
、
紺
は

含
な
り
。
青
く
し
て
赤
を
含
む
色
を
謂
う
な
り
。
内
教
に
多
く
紺
目
・
紺
髪
と
称
す
る
は

此
の
義
を
取
る
な
り
」
と
あ
る
。
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
に
は
「
紺
は
青
で
あ
っ
て

赤
を
含
む
か
ら
、
含
む
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
寺
は
一
切
の
人
を
含
み
、
功
徳
の
種
を
ま
き
、

育
て
る
所
で
あ
る
、
と
い
う
意
」
と
説
明
し
て
い
る
。「
藍
」
は
梵
語
阿
藍
若
〔
ア
ラ
ン
ニ
ャ
〕

の
略
。
寺
の
意
。
伽
藍
。　

○
花
下　
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
白
居
易
の
「
春
江
」
の
詩
を
引

い
て
「
鶯
の
声
に
誘
引
せ
ら
れ
て
花
の
下
に
来
り
／
草
の
色
に
拘
留
せ
ら
れ
て
水
の
辺
に

坐
す
」
と
あ
り
、『
後
撰
和
歌
集
』
に
「
鶯
の
な
き
つ
る
声
に
さ
そ
は
れ
て
花
の
も
と
に
ぞ

わ
れ
は
来
に
け
る
」
の
歌
が
あ
る
。　

○
吟
遊　

日
本
的
表
現
で
、
詩
歌
を
作
り
な
が
ら

歩
き
回
る
こ
と
、
あ
る
い
は
旅
す
る
こ
と
。　

○
勝
会　

す
ば
ら
し
い
宴
会
。
嘉
会
。
唐

346
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の
張
又
新
「
三
月
五
日
長
沙
の
東
湖
に
汎
ぶ
」（『
三
体
詩
』
巻
三
）
に
「
今
従
り
勝
会
を

留
む
れ
ば
／
誰
か
看
ん
蘭
亭
を
画
く
を
」。　

○
身
上　

自
分
一
身
、
自
分
自
身
。
唐
の
徐

凝
「
長
慶
の
春
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）
に
「
身
上
の
五
労　

仍
お
酒
に
病
み
／
夭
桃
窓
下　

花
に
背
い
て
眠
る
」。　

○
従
教　

ま
ま
よ
、
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
。
勝
手
に
す
る
が
い
い
。

宋
の
蘇
軾
「
人
の
贈
ら
る
る
に
和
す
」
に
「
壮
心
復
た
春
流
の
起
る
無
く
／
衰
鬢
従
教
〔
さ

も
あ
ら
ば
〕
あ
れ
病
葉
の
零
つ
る
を
」〔
衰
え
た
鬢
の
毛
は
病
葉
の
落
ち
る
よ
う
に
勝
手
に

落
ち
る
に
任
せ
る
〕。
明
の
高
啓
「
夜
雨
」
に
「
酔
い
来
り
独
り
青
燈
を
滅
し
て
臥
す
／
風

雨
従
教
〔
さ
も
あ
ら
ば
〕
あ
れ　

夜
の
長
き
に
滴
る
を
」。　

○
詩
破
戒　

詩
の
ル
ー
ル
を

破
る
。　

○
挙
盃　

挙
杯
。
さ
か
ず
き
を
挙
げ
る
。
唐
の
李
白
「
月
下
独
酌
」
に
「
杯
を

挙
げ
て
明
月
を
邀
え
／
影
に
対
し
て
三
人
と
成
る
」。

《
古
い
寺
で
花
を
看
る
》

古
寺
は
い
ま
花
盛
り
。
ど
こ
も
か
し
こ
も
深
紅
に
染
ま
っ
て
い
る
。
花
の
下
で
は
人
多

く
集
い
、
楽
し
い
花
見
の
宴
。
詩
を
詠
じ
て
春
を
楽
し
ん
で
い
る
。
私
は
と
い
え
ば
、
酒

も
入
っ
て
詩
も
い
い
か
げ
ん
。
詩
の
ル
ー
ル
な
ど
破
っ
た
っ
て
お
か
ま
い
な
し
。
杯
を
挙

げ
て
日
が
な
一
日
、
春
風
に
酔
う
、
こ
の
心
地
よ
さ
。

【
余
説
】「
紺
藍
」
と
い
う
言
葉
、
一
般
の
大
き
な
辞
書
や
仏
教
語
辞
典
の
類
を
調
べ
て
も
出
て
こ
な

い
特
殊
な
仏
教
語
彙
で
、
禅
籍
の
語
句
を
取
り
上
げ
典
拠
を
示
し
注
釈
し
た
辞
典
『
祖
庭
事
苑
』（
宋
・

睦
庵
善
卿
撰
）
に
か
ろ
う
じ
て
「
紺
園
」
の
語
が
見
え
る
。『
祖
庭
事
苑
』
は
五
山
の
詩
僧
た
ち
が
禅

籍
を
読
む
際
、
必
携
の
書
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
信
玄
は
禅
を
学
ぶ
中
で
、
五
山
の
禅
僧
た
ち
を
通

じ
て
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
こ
の
「
紺
藍
」
の
語
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に

し
て
も
特
殊
な
語
彙
で
あ
り
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
い
う
語
彙
を
使
う
と
こ
ろ
に
信
玄
の
作
詩
の
姿
勢
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
詩
の
中
に
し
ば
し
ば
「
古
寺
」
が
登
場
す
る
の
も
五
山
の
詩
の
特
徴
で
、
義
堂
周
信
の
詩
に
「
三

月
初
吉
、
普
明
国
師
及
び
諸
老
に
陪
し
て
持
地
院
に
会
す
。〈
古
寺 

花
を
看
る
〉を
以
て
題
と
為
し
、
各
々

一
絶
を
賦
す
」
と
題
す
る
も
の
が
あ
る
。〈
古
寺 

花
を
看
る
〉
が
な
じ
み
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
っ
た
様
子

が
う
か
が
え
る
。
五
山
の
詩
僧
の
詩
の
流
れ
を
汲
み
、
ま
た
実
際
、
し
ば
し
ば
僧
侶
と
の
交
流
の
あ
っ

た
信
玄
の
詩
に
（
あ
る
い
は
広
く
戦
国
武
将
の
詩
に
）「
古
寺
」
の
語
が
多
く
見
え
る
の
も
自
然
な
こ

と
で
あ
る
。

〔
六
〕　
惜
落
花
　
　
　
　
　
　
　
　
落ら

っ
か花

を
惜お

し
む

檐
外
紅
残
三
四
峰　
　
　
　
　

檐え
ん
が
い外　

紅
く
れ
な
い

残
る　

三さ
ん
し四

峰ほ
う

蜂
狂
蝶
酔
景
猶
濃　
　
　
　
　

蜂は
ち

は
狂く

る

い
蝶ち

ょ
うは

酔よ

う
て　

景け
い

猶な

お
濃こ

ま

や
か
な
り

遊
人
亦
借
漁
翁
手　
　
　
　
　

遊ゆ
う
じ
ん人

も
亦ま

た
漁ぎ

ょ

翁お
う

の
手て

を
借か

り

網
住
飛
花
至
晩
鐘　
　
　
　
　

飛ひ

花か

を
網あ

み

し
住と

ど

め
て　

晩ば
ん
し
ょ
う鐘に

至い
た

る

▽
七
絶
。
上
平
声
二
冬
韻
（
峰
・
濃
・
鐘
）。

△○
檐
外　

檐
は
の
き
、
ひ
さ
し
。
檐
外
は
簷
外
、

外
に
同
じ
。　

○
蜂
狂
蝶
酔　
「
蜂

狂
蝶
乱
」「
蜂
狂
蝶
浪
」「
蜂
游
蝶
舞
」「
蜂
游
蝶
戯
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
方
が
あ
る
が
、

慣
用
の
成
語
と
し
て
中
国
で
は
お
お
む
ね
女
色
を
逐
う
て
放
蕩
す
る
喩
え
と
し
て
用
い
ら

れ
る
。
但
し
こ
こ
は
文
字
通
り
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。
蜂
は
蜜
を
求
め
て
ぶ
ん
ぶ
ん

飛
び
交
い
、
蝶
も
ま
た
花
の
香
に
酔
っ
た
よ
う
に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
う
。
唐
の
岑
参
「
山
房

春
事
其
の
一
」
に
「
風
恬
と
し
て
日
暖
か
く
春
光
に
蕩
す
／
戯
蝶
游
蜂　

乱
れ
て
房
に
入

る
」。
宋
の
呂
本
中
「
春
日
即
事
」
に
「
乱
蝶
狂
蜂　

倶
に
意
有
り
／
兎
葵
燕
麦　

自
ず
か

ら
知
無
し
」。
ま
た
五
山
の
詩
僧
鐵
舟
徳
済
「
牡
丹
」
に
「
蝶
戯
れ
蜂
遊
び
て
山
日
斜
め
な

り
」。『
中
華
若
木
詩
抄
』
に
釈
賛
寧
「
落
花
」
の
詩
「
蝶
酔
い
蜂
狂
じ
て
香
正
に
濃
な
り
」

を
抄
し
て
云
う
、「
蝶
ヤ
蜂
モ
今
日
ヲ
限
リ
ト
花
ニ
付
キ
添
ウ
テ
離
レ
モ
ヤ
ラ
ヌ
ホ
ド
ニ
、

花
ノ
気
ニ
蝶
モ
酔
ヒ
、
蜂
モ
狂
ズ
ル
ゾ
。
蜂
モ
、
酔
タ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
狂
ズ
ル
ゾ
。
…
蝶
酔

蜂
狂
ズ
ル
コ
ト
ハ
、
花
香
ガ
濃
ニ
シ
テ
酒
ノ
如
ク
ナ
ル
ニ
因
タ
コ
ト
也
」
と
。
す
な
わ
ち

晩
春
の
景
で
あ
る
。　

○
遊
人　

遊
子
に
同
じ
。
旅
人
。
唐
の
姚
揆
「
村
行
」（『
三
体
詩
』

巻
三
）
に
「
天
淡
く
し
て
雨
初
め
て
晴
る
／
遊
人
恨
み
勝
え
ず
」。
こ
こ
は
自
分
の
こ
と
を

い
う
。　

○
漁
翁　

漁
師
。
唐
の
柳
宗
元
「
漁
翁
」
に
「
漁
翁
夜
西
巌
に
傍
う
て
宿
し
／

暁
に
清
湘
に
汲
み
楚
竹
を
然
〔
た
〕
く
」。　

○
網
住
飛
花　

漁
師
の
網
を
借
り
て
広
げ
、

落
花
を
留
め
よ
う
と
す
る
。「
網
」
は
網
す
る
と
い
う
動
詞
、「
住
」
は
そ
の
動
詞
に
添
え
て
「
留

め
る
」
の
意
。　

○
晩
鐘　

夕
暮
れ
を
知
ら
せ
る
鐘
。
い
り
あ
い
の
鐘
。
唐
の
韋
応
物
「
秋

景　

琅
邪
の
精
舎
に
詣
る
」
に
「
蒼
茫
と
し
て
寒
色
起
り
／
迢
遞
と
し
て
晩
鐘
鳴
る
」。
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《
落
花
を
惜
し
む
》

軒
端
の
向
こ
う
、
三
つ
四
つ
の
山
に
ま
だ
紅
い
花
が
残
っ
て
い
る
が
、
春
も
も
う
終
わ

り
に
近
い
。
蜂
は
蜜
を
求
め
て
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
び
交
い
、
蝶
も
ま
た
花
の
香
に
酔
っ
た
よ
う

に
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
、
逝
く
春
を
惜
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
春
も
も
う
じ
き
終
わ
る
が
、

そ
れ
で
も
ま
だ
春
の
気
配
は
濃
や
か
だ
。
山
を
歩
く
私
も
ま
た
花
の
散
り
行
く
の
を
惜
し

ん
で
、
漁
師
に
網
を
借
り
て
、
は
ら
は
ら
と
散
る
花
び
ら
を
留
め
よ
う
と
す
る
。
そ
う
こ

う
す
る
う
ち
に
い
つ
の
間
に
か
夕
暮
れ
の
鐘
が
な
る
時
刻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

【
余
説
】
転
句
に
「
漁
翁
」
が
登
場
す
る
の
は
五
山
の
詩
僧
た
ち
の
愛
好
す
る
モ
チ
ー
フ
を
受
け
継

ぐ
も
の
。
唐
の
柳
宗
元
の
「
江
雪
」、「
千
山
鳥
飛
ぶ
こ
と
絶
え
／
万
径
人
蹤
滅
す
／
孤
舟
蓑
笠
の
翁
／

独
り
釣
る
寒
江
の
雪
」
や
「
漁
翁
」、「
漁
翁
夜
西
巌
に
傍
う
て
宿
し
／
暁
に
清
湘
に
汲
み
楚
竹
を
然
く
」

云
々
に
拠
る
。
詳
し
く
は
「〔
十
二
〕
便
面
蘆
間
有
漁
」
の
余
説
参
照
。

こ
の
詩
は
そ
う
い
う
漁
翁
を
登
場
さ
せ
、
脱
俗
の
雰
囲
気
を
作
っ
た
う
え
で
、「
飛
花
を
網
し
住
め

ん
と
し
て　

晩
鐘
に
至
る
」
と
い
う
風
流
優
雅
な
「
遊
人
」
を
描
き
出
し
、
起
句
承
句
の
「
蜂
狂
蝶
酔
」

の
狂
騒
か
ら
一
転
し
て
、
閑
か
に
春
を
惜
し
む
情
を
伝
え
て
い
る
。

〔
七
〕　
新
緑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新

し
ん
り
ょ
く緑

春
去
夏
来
新
樹
辺　
　
　
　
　

春
去
り
夏
来
た
る　

新し
ん
じ
ゅ樹

の
辺

緑
陰
深
処
此
留
連　
　
　
　
　

緑
り
ょ
く
い
ん陰

深ふ
か

き
処と

こ
ろ　

此こ
こ

に
留

り
ゅ
う

連れ
ん

す

尋
常
性
癖
耽
閑
談　
　
　
　
　

尋じ
ん
じ
ょ
う常の

性せ
い
へ
き癖　

閑か
ん
だ
ん談

に
耽ふ

け

り

不
愛
黄
鶯
聴
杜
鵑　
　
　
　
　

黄こ
う
お
う鶯

を
愛あ

い

さ
ず　

杜と
け
ん鵑

を
聴き

く

▽
七
絶
。
下
平
声
一
先
韻
（
辺
・
連
・
鵑
）。

△
「
閑
談
」、
類
従
本
作
「
閑
淡
」

○
春
去
夏
来　

岑
参
「
敷
水
に
て
歌
い
て
竇
漸
の
京
に
入
る
を
送
る
」
に
「
春
去
り
秋

来
り
て
相
待
た
ず
／
水
中
月
色　

長
え
に
改
ま
ら
ず
」。
李
白
「
望
夫
山
」
に
「
春
去
り
秋

復
た
来
り
／
相
思
幾
時
か
歇
む
」。　

○
緑
陰　

緑
の
木
陰
。
晩
唐
の
韓

「
華
を
惜
し
む
」

（『
三
体
詩
』
巻
二
）
に
「

に
臨
ん
で
一
盞
春
酒
を
悲
し
む
／
明
日
池
塘　

是
れ
緑
陰
」。　

○
留
連　

ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
去
る
に
忍
び
な
い
さ
ま
。
ま
た
じ
っ
く
り
堪
能
す
る
さ
ま
。「〔
三
〕

鳥
語
花
中
管
弦
」
に
既
出
。　

○
尋
常　

ふ
つ
う
、
ふ
だ
ん
。
杜
秉
「
寒
夜
」
に
「
尋
常

一
様　

窓
前
の
月
／
纔
か
に
梅
花
有
り　

便
ち
同
じ
か
ら
ず
」。
劉
禹
錫
「
烏
衣
巷
」
に
「
旧

時
王
謝
堂
前
の
燕
／
飛
ん
で
入
る
尋
常
百
姓
の
家
」。　

○
閑
談　

心
し
ず
か
に
の
ん
び
り

と
話
す
こ
と
。
唐
の
白
居
易
「
病
中
友
人
相
訪
う
」
に
「
閑
談
は
服
薬
に
勝
る
／
稍
や
心

情
有
る
を
覚
ゆ
」。　

○
聴
杜
鵑　
「
杜
鵑
」
は
ほ
と
と
ぎ
す
。
唐
の
李
商
隠
「
錦
瑟
」（『
三

体
詩
』
巻
二
）
に
「
荘
生
の
暁
夢　

胡
蝶
迷
い
／
望
帝
の
春
心　

杜
鵑
に
託
す
」。「
聴
く
」

は
耳
を
傾
け
て
（
意
識
を
集
中
し
て
）
聴
く
。（「
聞
く
」
は
聞
こ
え
る
）。

《
新
緑
》

春
が
去
り
夏
が
来
て
、
新
緑
に
包
ま
れ
た
木
々
の
ふ
も
と
、
緑
陰
深
き
あ
た
り
に
身
を

休
め
て
、
私
は
い
つ
ま
で
も
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
つ
も
の
習
慣
で
友
と
の
閑

談
に
時
を
過
ご
す
。
騒
が
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
は
な
い
。
閑
か
な
語
り
で
あ
る
。
ち
ょ
う

ど
鶯
の
さ
え
ず
り
よ
り
も
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
啼
き
声
に
じ
っ
と
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
。

【
余
説
】「
尋
常
の
性
癖　

閑
談
に
耽
り
」　
『
甲
陽
軍
鑑
』
巻
九
に
晴
信
公
（
信
玄
）
十
九
歳
の
折
の

こ
と
と
し
て
、「
晴
信
公
無
行
儀
〔
ブ
ギ
ヤ
ウ
ギ
〕
に
て
ま
し
ま
す
事
、
…
其
子
細
ハ
、
わ
か
き
こ
と

の
ば
ら
衆
、
或
ハ
、
若
き
女
房
た
ち
を
あ
つ
め
た
ま
い
、
日
中
に
て
も
御
座
敷
の
と
を
立
て
ま
わ
し
、

昼
と
い
ゑ
ど
も
蝋
燭
を
た
て
、
一
切
よ
る
ひ
る
の
わ
き
ま
へ
も
な
く
、
よ
る
ハ
ミ
だ
れ
ど
り
〔
乱
れ
鳥
〕

ま
で
の
く
る
い
、
昼
ハ
九
つ
ま
で
お
よ
り
候
ヘ
バ
、
…
た
ま
た
ま
お
も
て
へ
御
出
の
時
分
ハ
出
家
衆
を

あ
つ
め
、
詩
を
つ
く
り
な
さ
る
る
御
会
あ
れ
ば
、
…
晴
信
公
、
日
夜
の
く
る
ひ
、
あ
そ
ば
す
も
の
ハ
詩

作
計
被
成
候
…
」
な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
若
い
こ
ろ
よ
り
仲
間
や
僧
侶
と
集
い
、
語
り
や
詩
作
に
耽
る

習
慣
が
あ
り
、
ま
つ
り
ご
と
は
そ
っ
ち
の
け
で
あ
っ
た
様
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
家
来
の
板
垣
信
形

に
は
そ
れ
を
「
御
身
の
す
き
た
ま
ふ
事
を
す
ご
し
て
、
こ
ゝ
ろ
の
ま
ゝ
に
あ
そ
ば
す
ハ
、
信
と
ら
公
の

百
層
倍
も
悪
大
将
に
御
座
候
」
と
諫
め
ら
れ
、「
晴
信
公
、
そ
こ
に
て
会
得
ま
し
ま
し
、
板
垣
信
形
を
、

御
寝
な
る
座
へ
め
し
つ
れ
ら
れ
、
な
ミ
だ
を
な
が
し
、
誓
紙
を
あ
そ
ば
し
、
無
行
儀
を
な
を
し
被
成
ゝ

儀
、
天
文
八
年
己
亥
、
霜
月
朔
日
、
晴
信
公
十
九
歳
の
御
時
也
」
と
い
う
。
そ
の
折
の
反
省
を
自
覚
し

て
、
い
さ
さ
か
自
虐
的
に
「
尋
常
の
性
癖　

閑
談
に
耽
り
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

〔
八
〕　
薔
薇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薔し

ょ
う
び薇

庭
下
留
春
暁
露
濃　
　
　
　
　

庭て
い
か下 

春は
る

を
留と

ど

め
て　

暁
ぎ
ょ
う

露ろ

濃こ
ま

や
か
な
り
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浅
紅
染
出
又
深
紅　
　
　
　
　

浅せ
ん

紅こ
う

を
染そ

め
出い

だ

し　

又ま

た
深し

ん
く紅

清
香
疑
自
昆
明
国　
　
　
　
　

清せ
い

香こ
う 

疑う
た
がう

ら
く
は
昆こ

ん

明め
い
こ
く国

自よ

り
す
る
か

吹
送
薔
薇
院
落
風　
　
　
　
　

吹ふ

き
送お

く

る　

薔し
ょ
う
び薇 

院い
ん
ら
く落

の
風か

ぜ

▽
七
絶
。
上
平
声
一
東
韻
（
紅
・
風
）
上
平
声
二
冬
韻
（
濃
）
通
押
。

△○
留
春　

春
を
留
め
る
、
春
の
逝
く
の
を
惜
し
む
。
宋
の
宋
迪
「
龍
池
春
草
」
に
「
幽

姿
偏
え
に
暮
を
占
め
／
芳
意
春
を
留
め
ん
と
欲
す
」。　

○
暁
露　

あ
さ
つ
ゆ
。
唐
の
韋
応

物
「
暁
に
園
中
に
至
る
」
に
「
秋
塘
衰
草
徧
く
／
暁
露
紅
蓮
を
洗
う
」。
宋
の
陸
游
「
花
時

遍
く
諸
家
の
園
に
遊
ぶ
」
に
「
花
を
看
る　

南
陌
復
た
東
阡
／
暁
露
初
め
て
乾
い
て
日
正

に
妍
な
り
」。
菅
原
道
真
「
萩
」（『
和
漢
朗
詠
集
』
上
）
に
「
暁
の
露
に
鹿
鳴
い
て
花
始
め

て
発
〔
ひ
ら
〕
く
／
百
般
攀
じ
折
る
一
時
の
情
」。　

○
浅
紅
染
出
又
深
紅　
「
染
出
浅
紅

又
深
紅
」
の
倒
装
。　

○
清
香　

清
ら
か
な
香
り
。
宋
の
林
逋
「
梅
花
」
に
「
天
の
清
香

を
与
え
し
は
私
有
る
に
似
た
り
」。
蘇
軾
「
春
夜
」
に
「
春
宵
一
刻
直
千
金
／
花
に
清
香
有

り　

月
に
陰
有
り
」。
こ
こ
で
は
薔
薇
の
香
り
。　

○
昆
明
国　

昆
明
は
今
の
雲
南
省
に
あ

る
地
名
。
南
唐
の
張
泌
「
粧
楼
記
」
に
「
周
の
顕
徳
五
年
、
昆
明
国
、
薔
薇
水
十
五
瓶
を

献
ず
。
云
う
西
域
よ
り
得
た
り
と
。
以
て
衣
に
灑
が
ば
、
衣
弊
す
る
も
香
り
滅
せ
ず
」。「
薔

薇
水
」
は
香
水
の
一
種
。　

○
院
落　

中
庭
。
宋
の
蘇
軾
「
春
夜
」
に
「
鞦
韆
院
落　

夜

沈
沈
」。

《
薔
薇
〔
そ
の
一
〕》

庭
で
行
く
春
を
留
め
て
薔
薇
の
花
に
朝
露
が
濃
や
か
に
降
り
て
い
る
。
そ
の
花
の
染
め

出
す
色
は
、
浅
い
紅
、
ま
た
濃
い
紅
。
そ
の
清
ら
か
な
香
り
は
遠
い
昔
、
薔
薇
の
香
水
を

献
じ
た
と
い
う
昆
明
国
か
ら
来
た
か
も
の
か
、
中
庭
に
咲
く
薔
薇
の
香
り
が
風
に
吹
き
送

ら
れ
て
く
る
。

【
余
説
】
こ
の
詩
も
昔
、
昆
明
国
か
ら
薔
薇
の
香
水
十
五
瓶
が
献
上
さ
れ
た
と
い
う
南
唐
の
張
泌
「
粧

楼
記
」
を
典
拠
と
す
る
め
ず
ら
し
い
話
に
基
づ
き
、
知
識
の
広
い
と
こ
ろ
を
示
し
て
い
る
。
何
に
基
づ

い
て
信
玄
が
こ
の
話
を
知
っ
た
か
、
未
詳
。

〔
九
〕　
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又ま

た

満
院
薔
薇
香
露
新　
　
　
　
　

満ま
ん
い
ん院

の
薔し

ょ
う
び薇　

香こ
う

露ろ

新あ
ら

た
な
り

雨
餘
紅
色
別
留
春　
　
　
　
　

雨う

よ餘
の
紅こ

う
し
ょ
く色　

別べ
つ

に
春は

る

を
留と

ど

む

風
流
謝
傅＊

今
猶
在　
　
　
　
　

風ふ
う
り
ゅ
う流の

謝し
ゃ

傅ふ　

今い
ま

猶な

お
在あ

り

花
似
東
山
縹
緲
人　
　
　
　
　

花は
な

は
東と

う
ざ
ん山

縹ひ
ょ
う
び
ょ
う

緲
の
人ひ

と

に
似に

た
り

▽
七
絶
。
上
平
声
十
一
真
韻
（
新
・
春
・
人
）。

△  

「
謝
傅
」、
底
本
、
国
会
本
、
尊
経
閣
本
、
磯
貝
本
、
類
従
本
、
大
泉
寺
本
皆
作
「
謝
伝
」。
河
住
本
、

荻
原
本
改
作
「
謝
傅
」、
似
是
也
。
今
、
両
氏
の
説
に
従
い
改
め
る
。

　
「
縹
緲
」、
国
会
本
、
尊
経
閣
本
、
磯
貝
本
作
「
縹
紗
」、
類
従
本
、
大
泉
寺
本
作
「
縹
渺
」。

○
満
院　

庭
中
。
院
は
中
庭
。
晩
唐
の
高
駢
「
山
亭
夏
日
」
に
「
水
精
の
簾
動
い
て
微

風
起
こ
り
／
一
架
の
薔
薇　

満
院
香
し
」。　

○
香
露　

唐
の
李
頎
「
裴
騰
を
送
る
」
に
「
香

露
百
草
に
団
く
／
紫
梨
万
株
を
分
つ
」。
同
じ
く
温
庭
筠
「
芙
蓉
」
に
「
濃
艶
な
る
香
露
の

裏
／
美
人
清
鏡
の
中
」。　

○
別
留
春　
「
別
に
」（
別
し
て
）
は
と
り
わ
け
。　

○
風
流　

洒
脱
放
逸
、
風
雅
瀟
洒
の
さ
ま
。『
後
漢
書
』
方
術
伝
の
論
に
「
漢
の
世
の
所
謂
名
士
な
る

者
は
、
其
の
風
流
知
る
可
し
」。
唐
の
杜
甫
「
壮
遊
」
に
「
王
謝
〔
＝
王
導
・
謝
安
〕
風
流

遠
く
／
闔
閭
丘
墓
荒
る
」。
雪
村
友
梅
「
東
丹
の
詩
を
作
り
て
相
招
く
に
和
し
兼
ね
て
訪
及

す
る
も
値
わ
ず
」
に
「
千
古
の
風
流　

杜
牧
之
」。
義
堂
周
信
「
墨
竹
」
に
「
慚
愧
す
風
流

の
杜
牧
之
」。
絶
海
中
津
「
杜
牧
集
を
読
む
」
に
「
風
流
独
り
愛
す
樊
川
子
〔
＝
杜
牧
〕」。『
碧

巌
録
』
巻
七
第
六
十
七
則
「
若
し
草
に
入
ら
ず
ん
ば
争
で
か
端
的
を
見
ん
。
風
流
な
ら
ざ

る
処　

也
た
風
流
」。
信
玄
の
「〔
十
七
〕
濃
州
の
僧
に
寄
す
」
に
も
「
多
情　

尚
わ
く
は

風
流
の
客
に
遇
い
／
共
に
士
峰
に
対
し
て
雪
を
吟
じ
て
看
ん
」
と
あ
り
、
ま
た
遺
偈
に
も
「
大

底　

他
の
肌
骨
好
き
に
還
さ
ん
／
紅
粉
を
塗
ら
ず
し
て　

自
ら
風
流
」
と
あ
る
。　

○
謝

傅　

東
晋
の
謝
安
。「
傅
」
は
太
傅
。
謝
安
は
後
引
の
と
お
り
死
後
、
太
傅
の
職
位
を
追
贈

さ
れ
た
。
謝
太
傅
と
呼
ば
れ
る
。『
晋
書
』
謝
安
伝
に
云
う
、「
初
め
辟
除
せ
ら
る
る
も
並

び
に
疾
を
以
て
辞
す
。
有
司
奏
し
て
安
召
さ
る
る
も
、
歴
年
至
ら
ず
。
…
遂
に
東
山
に
棲

遅
す
。
常
に
臨
安
の
山
中
に
往
き
、
情
を
丘
壑
に
放
〔
ほ
し
い
ま
ま
〕
に
す
。
然
れ
ど
も
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遊
賞
す
る
毎
に
必
ず
妓
女
を
以
て
従
わ
し
む
。
…
尋
い
で
薨
ず
。
時
に
年
六
十
六
。
…
太

傅
を
贈
ら
る
」
云
々
。『
蒙
求
』
巻
上
に
も
「
謝
安
高
潔
」
と
し
て
『
晋
書
』
謝
安
伝
を
引
く
。

（「
風
流
」
と
い
う
言
葉
が
前
述
の
通
り
王
導
・
謝
安
・
杜
牧
と
い
っ
た
人
名
と
直
接
繋
が

る
言
葉
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
も
「
謝
伝
」
よ
り
も
「
謝
傅
」
が
勝
る
こ
と
は
裏
付
け
ら
れ

よ
う
）。　

○
東
山　

東
山
は
『
晋
書
』
謝
安
伝
の
「
東
山
に
棲
遅
す
」
の
東
山
。
謝
安
が

隠
棲
し
、
妓
女
を
携
え
て
遊
ん
だ
と
こ
ろ
。
李
白
「
東
山
吟
」
に
「
妓
を
携
う
東
土
の
山

／
悵
然
と
し
て
謝
安
を
悲
し
む
／
我
が
妓
は
今
朝
花
月
の
如
し
／
他
の
妓
は
古
墳
荒
草
寒

し
」、
同
じ
く
「
東
山
を
憶
う
二
首
」
其
一
に
「
東
山
に
向
か
わ
ざ
る
こ
と
久
し
／
薔
薇
幾

度
か
花
さ
く
」。　

○
縹
緲　
「
縹
渺
」
と
も
書
き
、
遠
く
微
か
な
さ
ま
。
高
遠
に
し
て
う

か
が
い
し
れ
ぬ
さ
ま
。
李
白
「
天
門
山
」
に
「
参
差
た
り
遠
天
の
際
／
縹
緲
た
り
晴
霞
の
外
」、

白
居
易
「
長
恨
歌
」
に
「
忽
ち
聞
く
海
上
に
仙
山
有
り
／
山
は
虚
無
縹
緲
の
間
に
有
り
」。

宋
の
蘇
軾
の
詞
「
卜
算
子
、
黄
州
定
慧
院
寓
居
の
作
」
に
「
誰
か
見
ん　

幽
人
の
独
り
往

来
す
る
を
／
縹
緲
た
り
孤
鴻
の
影
」。

《
薔
薇
〔
そ
の
二
〕》

中
庭
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
る
薔
薇
の
花
。
夜
来
の
雨
も
あ
が
っ
て
、
花
に
含
ま
れ
た
露

が
き
ら
め
く
。
庭
中
い
い
香
り
。
雨
に
洗
わ
れ
て
そ
の
紅
の
鮮
や
か
な
こ
と
。
春
も
も
う

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
だ
け
は
特
別
に
ま
だ
春
が
留
ま
っ
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

こ
の
中
庭
い
っ
ぱ
い
の
薔
薇
の
中
、
薔
薇
を
愛
し
た
風
流
の
謝
太
傅
の
面
影
は
、
い
ま

な
お
た
し
か
に
残
っ
て
い
る
。
こ
の
薔
薇
の
花
は
、
隠
棲
し
た
東
山
の
奥
深
く
、
縹
緲
と

し
て
世
俗
を
離
れ
た
謝
太
傅
そ
の
人
の
高
雅
さ
に
、
ま
さ
に
よ
く
似
て
い
る
で
は
な
い
か
。

【
余
説
】
謝
安
・
東
山
・
薔
薇
を
組
み
合
わ
せ
た
の
は
李
白
の
「
東
山
を
憶
う
二
首
」
其
一
「
東
山

に
向
か
わ
ざ
る
こ
と
久
し
／
薔
薇
幾
度
か
花
さ
く
／
白
雲
還
た
自
ら
散
じ
／
明
月
誰
が
家
に
か
落
つ
」

に
基
づ
い
て
い
る
。

転
句
・
結
句
の
理
解
に
つ
い
て
は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、「
風
流
の
謝
傅　

今
猶
お
在
り
」
は
、

風
流
の
謝
太
傅
の
面
影
は
い
ま
な
お
こ
こ
（
謝
太
傅
が
愛
し
た
薔
薇
の
花
の
な
か
）
に
残
っ
て
い
る
。「
花

は
東
山
縹
緲
の
人
に
似
た
り
」
は
、
こ
の
薔
薇
の
花
は
、
隠
棲
し
た
東
山
の
奥
深
く
、
縹
緲
と
し
て
世

俗
を
遠
く
離
れ
た
謝
太
傅
そ
の
人
に
、
ま
さ
に
よ
く
似
て
い
る
で
は
な
い
か
、
と
理
解
し
て
お
く
。

こ
こ
の
理
解
に
つ
い
て
荻
原
留
則
氏
は
云
う
、「
風
流
の
隠
者
謝
太
傅
は
、
今
此
処
に
も
居
る
。
と

信
玄
公
は
自
身
を
謝
太
傅
に
擬
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
庭
園
の
バ
ラ
の
花
は
、
当
然
に
青

い
薄
絹
の
衣
装
〔
引
用
者
注
、
荻
原
氏
は
「
縹
紗
」
で
は
平
仄
に
は
合
わ
な
い
が
、
内
容
か
ら
「
縹
紗
」

に
作
る
方
が
可
と
し
、
縹
色
（
は
な
だ
色
＝
そ
ら
色
）
の
薄
絹
と
理
解
す
る
〕
に
身
を
包
ん
だ
、
東
山

の
謝
傅
の
園
に
従
う
侍
女
に
な
ぞ
ら
へ
な
け
れ
ば
、
詩
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
故
に
私
は
平
仄

の
合
わ
な
い
紗
の
字
を
尊
い
も
の
に
見
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
。

し
か
し
承
句
に
「
雨
餘
の
紅
色　

別
に
春
を
留
む
」
と
紅
色
の
薔
薇
を
出
し
て
お
き
な
が
ら
、
薔
薇

の
花
に
な
ぞ
ら
え
ら
れ
た
侍
女
の
衣
装
に
つ
い
て
、
唐
突
に
縹
色
を
出
し
て
く
る
の
は
い
さ
さ
か
無
理

が
あ
ろ
う
。

「
縹
渺
」
は
、
注
に
も
引
い
た
蘇
軾
の
詞
に
「
誰
か
見
ん　

幽
人
の
独
り
往
来
す
る
を
／
縹
緲
た
り

孤
鴻
の
影
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
幽
人
」「
孤
鴻
」
を
も
っ
て
自
ら
喩
え
る
よ
う
な
、
世
俗
を
超
え
た
隠

者
の
姿
を
形
容
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
畳
韻
の
語
で
あ
り
、
こ
こ
も
そ
の
よ
う
に
理
解
し
た
い
。

〔
十
〕　
旅
館
聴
鵑
　
　
　
　
　
　
　
旅り

ょ
か
ん館

に
て
鵑

ほ
と
と
ぎ
すを

聴き

く

空
山
緑
樹
雨
晴
辰　
　
　
　
　

空く
う
ざ
ん山

の
緑り

ょ
く
じ
ゅ樹　

雨
晴は

る
る
辰と

き

残
月
杜
鵑
呼
夢
頻　
　
　
　
　

残ざ
ん
げ
つ月

の
杜と

け
ん鵑　

夢ゆ
め

を
呼よ

ぶ
こ
と
頻し

き

り
な
り

旅
館
一
声
帰
思
切　
　
　
　
　

旅り
ょ
か
ん館

一い
っ
せ
い声　

帰き

し思
切せ

つ

な
り

天
涯
瞻
恋
蜀
城
春　
　
　
　
　

天て
ん
が
い涯

瞻せ
ん

恋れ
ん

す　

蜀
し
ょ
く

城じ
ょ
うの

春は
る

▽
七
絶
。
上
平
声
十
一
真
韻
（
辰
・
頻
・
春
）。

△
「
帰
思
切
」、
大
泉
寺
本
誤
脱
「
思
」
字
。

○
空
山　

ひ
と
気
の
無
い
し
ー
ん
と
し
た
山
。
唐
の
王
維
「
鹿
柴
」
に
「
空
山
人
を
見

ず
／
但
だ
人
語
の
響
き
を
聞
く
」。
○
緑
樹　

緑
の
樹
々
。
唐
の
王
維
「
崔
処
士
が
林
亭
に

題
す
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）
に
「
緑
樹
の
重
陰　

四
鄰
を
蓋
い
／
青
苔
日
に
厚
う
し
て
自

ら
塵
無
し
」。　

○
辰　

と
き
。　

○
残
月　

唐
の
杜
常
「
華
清
宮
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）

に
「
暁
風
残
月
華
清
に
入
る
」。
同
じ
く
劉
洵
伯
「
早
行
」
に
「
一
星
深
戍
の
火
／
残
月
半

橋
の
霜
」。　

○
杜
鵑　

ほ
と
と
ぎ
す
。
伝
説
に
よ
れ
ば
蜀
の
望
帝
杜
宇
は
死
し
て
そ
の
魂

が
化
し
て
杜
鵑
と
な
り
、
蜀
を
恋
し
が
っ
て
、
血
を
吐
い
て
啼
く
。
そ
の
声
は
「
不
如
帰
去
」

（
帰
り
去
〔
ゆ
〕
く
に
如
か
ず
）
と
聞
こ
え
る
と
い
う
（
晋
の
常

『
華
陽
国
志
』
巻
三
蜀

志
、
そ
の
他
）。
唐
の
杜
甫
「
杜
鵑
行
」
に
「
君
見
ず
や
昔
日
蜀
の
天
子
／
化
し
て
杜
鵑
と

為
り
て
老
鳥
に
似
た
り
／
…
／
四
月
五
月
偏
え
に
号
呼
す
／
其
の
声
哀
痛
口
血
を
流
す
／
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訴
う
る
所
何
事
ぞ
常
に
区
区
た
り
／
爾
豈
に
摧
残
せ
ら
れ
て
始
め
て
発
憤
す
る
か
／
…
」。

ま
た
李
商
隠
「
錦
瑟
」（『
三
体
詩
』
巻
二
）
に
「
荘
生
の
暁
夢　

胡
蝶
迷
い
／
望
帝
の
春

心　

杜
鵑
に
託
す
」。　

宋
の
陸
游
「
海
棠
歌
」
に
「
風
雨
春
残　

杜
鵑
哭
す
／
夜
夜
寒
衾　

蜀
に
還
る
を
夢
む
」。　

○
呼
夢　

夢
を
醒
ま
す
。
眠
り
を
妨
げ
る
。　

○
旅
館
一
声
帰
思

切　

旅
の
宿
で
聴
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
に
故
郷
へ
帰
り
た
い
と
い
う
思
い
が
し
き
り

に
湧
き
起
こ
る
。
唐
の
高
適
「
除
夜
の
作
」
に
「
旅
館
の
寒
燈
独
り
眠
ら
ず
／
客
心
何
事

ぞ
転
た
凄
然
／
故
郷
今
夜
千
里
を
思
う
／
霜
鬢
明
朝
又
一
年
」。　

○
一
声　

唐
の
熊
孺
登

「
湘
江
に
夜
汎
ぶ
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）
に
「
奈
〔
い
か
ん
〕
と
も
す
る
無
し　

子
規
の
蜀

に
向
う
を
知
る
を
／
一
声　

声
は
似
た
り　

春
風
を
怨
む
に
」。　

○
帰
思　

故
郷
に
帰
り

た
い
と
い
う
思
い
。
陶
淵
明
「
始
め
て
鎮
軍
参
軍
と
作
〔
な
〕
り
曲
阿
を
経
て
詩
を
作
る
」

に
「
眇
眇
と
し
て
孤
舟
逝
き
／
緜
緜
と
し
て
帰
思
紆
る
」。
ま
た
唐
の
雍
陶
「
孫
明
府
の
旧

山
を
懐
う
に
和
す
」（『
三
体
詩
』
巻
一
）
に
「
秋
来
月
を
見
て
帰
思
多
し
」、
同
じ
く
方
澤

「
武
昌
に
て
風
に
阻
ま
る
」
に
「
江
上
春
風
客
舟
を
留
む
／
無
窮
の
帰
思　

東
流
に
満
つ
」、

杜
審
言
「
早
春
の
遊
望
」（『
三
体
詩
』
巻
三
）
に
「
忽
ち
古
調
を
聞
い
て
／
帰
思
巾
を
沾

さ
ん
と
欲
す
」
な
ど
。　

○
天
涯　

天
の
果
て
。
天
辺
。
初
唐
の
王
勃
「
杜
少
府
の
任
に

蜀
州
に
之
く
を
送
る
」
に
「
海
内　

知
己
存
す
／
天
涯　

比
鄰
の
若
し
」。　

○
瞻
恋　

依

り
慕
う
。
仰
ぎ
慕
う
。
唐
の
薛
存
誠
「
謁
見
の
日
将
に
双
闕
に
至
ら
ん
と
す
」
に
「
雕
蟲

竟
に
何
ぞ
取
ら
ん
／
瞻
恋
迴
る
を
知
ら
ず
」。　

○
蜀
城　

杜
鵑
に
化
し
た
蜀
の
望
帝
杜
宇

も
故
郷
の
蜀
城
の
春
を
懐
か
し
く
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。『
改
訂
甲
陽
軍
鑑
』（
磯
貝
正
義
・

服
部
治
則
校
注
）
に
注
し
て
云
う
「
蜀
城
は
躑
躅
ケ
崎
の
武
田
氏
の
城
。
甲
斐
の
国
を
地

形
か
ら
蜀
に
喩
え
た
と
も
い
え
る
」
と
。

《
旅
の
宿
で
ほ
と
と
ぎ
す
を
聴
く
》

だ
れ
も
い
な
い
山
々
に
木
々
が
緑
の
色
を
濃
く
し
て
い
る
。
昨
夜
来
の
雨
が
上
が
っ
て
、

残
月
が
残
る
空
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
啼
い
て
い
る
。
夜
明
け
前
の
寝
床
で
そ
の
声
に
夢
か
ら

覚
め
る
。
旅
の
宿
で
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聴
け
ば
、
故
郷
へ
の
思
い
が
募
る
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
は
蜀
の
望
帝
が
死
ん
で
、
そ
の
魂
が
化
し
た
鳥
と
言
わ
れ
る
が
、
故
郷
の

蜀
を
懐
か
し
ん
で
血
を
吐
い
て
啼
く
と
言
わ
れ
る
そ
の
声
を
聴
け
ば
、
私
も
同
様
に
空
の

果
て
か
ら
蜀
（
躑
躅
ケ
崎
）
の
春
が
恋
し
く
て
仕
方
な
く
な
る
の
だ
。

【
余
説
】「〔
七
〕
新
緑
」
の
詩
に
「
黄
鶯
を
愛
さ
ず　

杜
鵑
を
聴
く
」
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
好
む
姿
勢

が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
詩
で
は
雨
の
上
が
っ
た
夜
明
け
前
の
空
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
聴
い
て
、

蜀
の
望
帝
杜
宇
の
伝
説
を
思
い
浮
か
べ
、
そ
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
恋
う
る
蜀
と
、
自
分
の
故
郷
で
あ
る
躑

躅
ケ
崎
と
を
重
ね
て
（
躅
と
蜀
）、
望
郷
の
思
い
を
綴
っ
て
い
る
。

〔
十
一
〕　
閏
月
花
　
　
　
　
　
　
　
閏じ

ゅ
ん
げ
つ月の

花は
な

妖
艶
紅
花
出
寿
安　
　
　
　
　

妖よ
う
え
ん艶

た
る
紅こ

う
か花　

寿じ
ゅ
あ
ん安

に
出い

ず

風
光
閏
月
興
猶
残　
　
　
　
　

風ふ
う
こ
う光

閏じ
ゅ
ん
げ
つ

月　

興
き
ょ
う

猶な

お
残の

こ

る

騒
人
要
見
十
三
葉　
　
　
　
　

騒そ
う
じ
ん人　

十じ
ゅ
う
さ
ん
よ
う

三
葉
を
見み

ん
と
要よ

う

す
る
も

未
在
姚
家
黄
牡
丹　
　
　
　
　

未い
ま

だ
姚よ

う
か家

の
黄き

ぼ
た
ん

牡
丹
を
在み

ず

▽
七
絶
。
上
平
声
十
四
寒
韻
（
安
・
残
・
丹
）。

△
「
閏
月
」、
河
住
本
作
「
閨
月
」。

○
閏
月　

陰
暦
で
は
一
年
を
三
五
四
日
と
す
る
。
そ
こ
で
余
っ
た
時
間
を
累
積
し
て
ほ

ぼ
三
年
で
一
月
と
し
、
一
年
の
う
ち
に
加
え
る
。
こ
う
し
た
方
法
を
暦
法
で
は
閏
と
い
う
。

閏
を
置
く
の
は
三
年
で
一
月
、
五
年
で
二
月
、
十
七
年
で
七
月
。
古
い
時
代
に
は
閏
を
年

末
に
置
い
て
い
た
の
で
「
十
三
月
」
あ
る
い
は
「
閏
月
」
と
称
し
た
。
後
に
は
特
定
の
月

の
後
に
置
い
て
「
閏
何
月
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
河
住
本
は
「
閏
月
花
」
を
「
閨

月
花
」
に
改
め
、「
牡
丹
花
の
異
名
」
と
す
る
。
根
拠
不
明
。　

○
妖
艶　

あ
で
や
か
で
美

し
い
。
宋
の
晏
殊
「
浣
渓
沙
」
詞
に
「
三
月
和
風　

上
林
に
満
ち
／
牡
丹
の
妖
艶　

千
金

に
直
す
」。　

○
寿
安　

地
名
。
今
の
河
南
省
宜
陽
県
。
牡
丹
の
産
地
。
ま
た
そ
こ
に
産
す

る
牡
丹
の
品
種
名
。
宋
の
歐
陽
脩
の
「
洛
陽
牡
丹
記
」
に
「
細
葉･

麤
葉
の
寿
安
は
皆
な
千

葉
に
し
て
肉
紅
の
花
、
寿
安
県
錦
屏
山
中
に
出
ず
。
細
葉
な
る
者
尤
も
佳
な
り
」
と
。
ま

た
宋
の
丘

「
牡
丹
栄
辱
志
」
に
「
姚
黄
を
王
と
為
し
、
魏
紅
を
妃
と
為
し
、
細
葉
の
寿

安
を
九
嬪
と
為
し
、
麤
葉
の
寿
安
は
世
婦
と
為
す
」
と
あ
る
。　

○
風
光　

風
と
光
。
司

空
図
「
早
春
」（『
三
体
詩
』
巻
三
）
に
「
風
光
愛
す
可
き
を
知
る
」。　

○
騒
人　

詩
人
、

文
人
。
梁
の
蕭
統
「
文
選
序
」
に
「
騒
人
の
文
、
茲
自
り
し
て
作
る
」。
范
仲
淹
「
岳
陽
楼

記
」
に
「
遷
客
騒
人　

多
く
此
に
会
す
」。　

○
十
三
葉　
「
葉
」
は
花
瓣
の
こ
と
。「
百
葉
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桃
」「
千
葉
蓮
」
な
ど
と
い
う
（
い
わ
ゆ
る
八
重
咲
き
）。
例
え
ば
唐
の
韓
愈
「
百
葉
桃
花

に
題
す
」
に
「
百
葉
の
双
桃　

晩
更
に
紅
な
り
」。
こ
こ
で
「
十
三
葉
」
と
い
う
の
は
、
花

び
ら
が
十
三
枚
あ
る
牡
丹
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
荻
原
留
則
氏
の
解
説
に
云
う
、「
十
三

月
の
閏
月
歳
の
牡
丹
を
い
う
。」「
牡
丹
の
花
弁
は
普
通
十
二
弁
と
さ
れ
て
い
る
が
、
十
三

月
の
閏
月
の
歳
に
咲
く
花
は
十
三
弁
あ
る
と
い
わ
れ
、
特
に
十
三
紅
と
呼
び
名
花
と
し
て
、

格
別
に
珍
重
さ
れ
て
い
た
」。
こ
の
説
明
、
何
に
拠
る
か
未
詳
。　

○
未
在　
「
在
」
は
察
。

よ
く
見
る
。『
尚
書
』
舜
典
「
在
璿
璣
玉
衡
」
の
孔
伝
に
「
在
は
察
な
り
」。　

○
姚
家
黄

牡
丹　

牡
丹
の
中
の
最
高
品
種
。
歐
陽
脩
の
「
洛
陽
牡
丹
記
」
に
「
姚
黄
花
な
る
者
は
、

千
葉
に
し
て
黄
花
、
民
の
姚
氏
の
家
に
出
ず
。
…
銭
思
公
〔
銭
惟
演
〕
嘗
て
曰
く
、
人
は

謂
う
、
牡
丹
は
花
の
王
と
。
今
、
姚
黄
は
真
に
王
と
為
す
可
し
。
而
し
て
魏
薬
は
乃
ち
后

な
り
、
と
」。
ま
た
宋
の
周
師
厚
「
洛
陽
牡
丹
記
」
に
云
う
、「
其
の
開
く
こ
と
最
も
晩
く
、

衆
花
彫
零
の
後
、
芍
薬
未
だ
開
か
ざ
る
の
前
に
在
り
。
其
の
色
甚
だ
美
に
し
て
、
高
潔
の
性
、

敷
栄
の
時
、
特
に
衆
花
に
異
な
る
。
故
に
洛
人
之
を
貴
び
号
し
て
花
王
と
為
す
。
城
中
毎

歳
三
数
朶
を
開
く
に
過
ぎ
ず
。
都
人
士
女
必
ず
城
を
傾
け
て
往
き
て
観
る
。
郷
人
老
を
扶

け
幼
を
携
え
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
。
其
の
時
の
貴
重
す
る
所
と
為
る
こ
と
此
の
如
し
」
と
。

《
う
る
う
月
の
花
》

妖
艶
な
る
紅
い
牡
丹
。
中
国
は
寿
安
の
産
と
い
う
。
こ
の
庭
園
の
紅
牡
丹
は
、
風
と
光

の
溢
れ
る
閏
月
に
入
っ
て
も
な
お
、
そ
の
あ
で
や
か
さ
を
失
わ
な
い
。
詩
を
愛
す
る
仲
間

た
ち
は
、
閏
月
に
咲
く
め
ず
ら
し
い
「
十
三
葉
」
と
い
う
の
を
見
て
み
た
い
な
ど
と
言
っ

て
い
る
が
、
中
国
に
は
も
っ
と
め
ず
ら
し
い
牡
丹
の
中
の
最
高
品
種
「
姚
家
の
黄
牡
丹
」

が
あ
る
と
い
う
。
君
た
ち
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
か
。

【
余
説
】
こ
こ
の
牡
丹
に
関
す
る｢

寿
安｣

｢

姚
家
黄
牡
丹｣

な
ど
の
品
種
名
は
、
宋
の
歐
陽
脩
の
「
洛

陽
牡
丹
記
」
等
に
詳
し
く
見
え
、
信
玄
が
こ
れ
を
読
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。「
十
三
葉
」
に

関
し
て
は
何
に
基
づ
く
か
未
詳
。
し
ば
ら
く
荻
原
留
則
氏
の
『
改
訂
版 

機
山
武
田
信
玄
公
の
漢
詩
（
解

説
）』
に
見
え
る
解
説
に
拠
る
。

荻
原
氏
は
語
注
に
引
用
し
た
よ
う
な
解
説
を
さ
れ
る
一
方
で
、
北
宋
の
『
洛
陽
花
木
記
』
に
言
及
し
、

そ
こ
に
「
一
〇
九
の
品
種
の
う
ち
、
十
三
の
黄
花
の
品
種
が
名
を
連
ね
る
」
と
し
て
お
り
、「
こ
の
席

の
詩
人
達
は
、
北
宋
の
『
洛
陽
花
木
記
』
周
叙
著
の
中
に
あ
る
十
三
葉
の
黄
花
の
牡
丹
を
見
て
見
た
い

な
ど
言
う
が
、」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
。
前
述
の
説
明
と
は
異
な
る
、
別
解
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

念
の
た
め
『
洛
陽
花
木
記
』
を
繙
い
て
見
る
と
、
確
か
に
「
千
葉
黄
花
其
別
十
」
と
し
て
「
姚
黄
」

以
下
十
品
種
、「
多
葉
黄
花
其
別
三
」
と
し
て
「
古
姚
黄
」
等
三
品
種
を
挙
げ
て
お
り
、
併
せ
れ
ば

十
三
と
い
う
数
字
に
な
る
が
、「
北
宋
の
『
洛
陽
花
木
記
』
周
叙
著
の
中
に
あ
る
十
三
葉
の
黄
花
の
牡
丹
」

と
言
え
る
よ
う
な
記
述
は
見
え
な
い
。「
十
三
種
」
と
は
言
え
て
も
「
十
三
葉
」
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
こ
は
や
は
り
語
注
に
引
用
し
た
荻
原
氏
の
説
の
よ
う
に
、「
閏
月
」
す
な
わ
ち
十
三
月
と
「
十
三
葉
」

と
に
何
ら
か
の
繋
が
り
を
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
よ
う
な
説
明
が
何
と
い
う
書
物
に
あ
る

の
か
不
明
な
の
で
あ
る
。

河
住
玄
氏
は
『
武
田
信
玄
の
詩
歌
』
に
お
い
て
「
十
三
葉
」
に
注
し
て
「
千
葉
の
品
種
を
最
高
と
す

る
の
に
対
し
て
、
簡
素
な
品
種
を
い
っ
て
ゐ
る
。」
と
し
、「
簡
素
な
風
流
を
愛
す
る
文
人
は
、
洛
陽
第

一
の
姚
家
の
千
葉
の
品
種
よ
り
は
僅
か
十
三
葉
の
品
種
を
愛
好
賞
美
し
て
ゐ
る
。」
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
。

こ
れ
だ
と
わ
ざ
わ
ざ
「
十
三
」
と
い
う
数
字
を
出
し
て
き
て
い
る
意
味
が
説
明
で
き
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
転
句
、
結
句
の
「
騒
人　

十
三
葉
を
見
ん
と
要
す
る
も
／

未
だ
姚
家
の
黄
牡
丹
を
在
〔
み
〕
ず
」
と
は
、「
十
三
葉
」
を
め
ず
ら
し
が
っ
て
い
る
よ
う
で
は
ま
だ

ま
だ
だ
。
世
の
中
に
は
も
っ
と
貴
重
な
牡
丹
が
あ
っ
て
、「
…
故
に
洛
人
之
を
貴
び
号
し
て
花
王
と
為
す
。

城
中
毎
歳
三
数
朶
を
開
く
に
過
ぎ
ず
。
都
人
士
女
必
ず
城
を
傾
け
て
往
き
て
観
る
。
郷
人
老
を
扶
け
幼

を
携
え
、
千
里
を
遠
し
と
せ
ず
。
其
の
時
の
貴
重
す
る
所
と
為
る
こ
と
此
の
如
し
」
と
い
う
「
姚
黄
花
」

と
い
う
も
の
が
中
国
に
は
あ
る
と
い
う
。
君
た
ち
は
そ
れ
を
知
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
こ
こ
ろ
だ
ろ
う
。

な
ん
と
も
衒
学
的
な
物
言
い
で
あ
る
。

宋
の
蘇
軾
が
「
茘
枝
の
嘆
」
と
い
う
詩
の
中
で
、
銭
惟
演
と
い
う
男
が
皇
帝
に
へ
つ
ら
う
た
め
に
牡

丹
の
最
高
品
種
「
姚
黄
花
」
を
献
上
し
た
の
を
批
判
し
て
、「
洛
陽
の
相
君　

忠
孝
の
家
／
憐
れ
む
べ

し　

亦
た
姚
黄
花
を
進
め
し
を
」
と
歌
い
、
そ
こ
に
自
注
し
て
「
洛
陽
の
貢
花
、
銭
惟
演
よ
り
始
ま
る
」

と
記
し
た
の
は
、
悪
し
き
先
例
を
開
い
た
銭
惟
演
に
対
す
る
春
秋
の
筆
法
で
あ
る
。
信
玄
が
「
姚
家
の

黄
牡
丹
」
な
ど
持
ち
出
し
て
、
ど
う
だ
知
っ
て
い
る
か
、
な
ど
と
言
う
の
は
、
東
坡
先
生
な
ら
何
と
言

う
か
。

〔
十
二
〕　
便
面
蘆
間
有
漁
　
　
　
　
便べ

ん
め
ん面 

蘆ろ
か
ん間 

漁り
ょ
う

有あ

り

山
色
水
光
烟
接
天　
　
　
　
　

山さ
ん

色し
ょ
く

水す
い
こ
う光　

烟も
や　

天て
ん

に
接せ

っ

す

漁
翁
江
上
棹
蘆
辺　
　
　
　
　

漁ぎ
ょ

翁お
う　

江こ
う
じ
ょ
う上　

蘆ろ

辺へ
ん

に
棹さ

お

さ
す

丹
青
若
写
得
勝
景　
　
　
　
　

丹た
ん
せ
い青　

若も

し
勝し

ょ
う
け
い景を

写う
つ

し
得え

ば

万
里
風
波
一
釣
船　
　
　
　
　

万ば
ん
り里

の
風ふ

う
は波　

一い
ち

釣ち
ょ
う
せ
ん船
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▽
七
絶
。
下
平
声
一
先
韻
（
天
・
辺
・
船
）。

△
「
烟
接
天
」、
大
泉
寺
本
作
「
連
接
天
」。

　
「
棹
蘆
辺
」、
大
泉
寺
本
作
「
掉
蘆
辺
」。

○
便
面　

扇
面
。
以
下
の
五
首
は
扇
面
に
描
か
れ
た
画
に
題
し
た
詩
で
あ
ろ
う
。

○
山
色
水
光　

宋
の
蘇
軾
「
湖
上
に
飲
す
、
初
め
は
晴
れ
後
に
雨
ふ
る
」
其
の
二
に
「
水

光
瀲
灔
と
し
て
晴
れ
て
方
に
好
し
／
山
色
空
濛
と
し
て
雨
も
亦
た
奇
な
り
」。　

○
烟
接
天　

「
烟
」
は
か
す
み
、
も
や
。「
接
天
」
は
空
ま
で
と
ど
く
。
唐
の
杜
審
言
「
襄
陽
城
に
登
る
」

に
「
楚
山
地
に
横
た
わ
り
て
出
で
／
漢
水
天
に
接
し
て
回
る
」。　

○
漁
翁　

漁
師
。
唐
の

柳
宗
元
「
漁
翁
」
に
「
漁
翁
夜
西
巌
に
傍
う
て
宿
し
／
暁
に
清
湘
に
汲
み
楚
竹
を
然
〔
た
〕

く
／
煙
銷
え
日
出
で
て
人
を
見
ず
／
欸
乃
一
声
山
水
緑
な
り
」。　

○
丹
青　

丹
は
あ
か
、

青
は
あ
お
、
絵
の
具
の
色
よ
り
転
じ
て
絵
を
指
す
。
唐
の
杜
甫
「
丹
青
の
引
」
に
「
丹
青　

老
い
の
将
に
至
ら
ん
と
す
る
を
知
ら
ず
／
富
貴　

我
に
於
い
て
浮
雲
の
如
し
」。　

○
勝
景　

す
ぐ
れ
た
景
色
。
よ
い
眺
め
。
金
の
元
好
問
「
黄
華
山
に
遊
ぶ
」
に
「
手
中
の
仙
人
九
節

の
杖
／
毎
に
恨
む
勝
景
窮
む
る
を
得
ざ
る
を
」。　

○
釣
船　

釣
り
船
。
唐
の
杜
牧
「
漢
江
」

（『
三
体
詩
』
巻
一
）に
「
南
去
北
来　

人
自
ら
老
い
／
夕
陽
長
し
え
に
送
る　

釣
船
の
帰
る
を
」。

《
川
辺
の
葦
の
間
の
漁
師
を
描
い
た
扇
面
に
題
し
て
》

山
の
姿
も
水
面
の
光
も
ぼ
ん
や
り
と
閉
ざ
さ
れ
て
、
霞
は
空
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
年

老
い
た
漁
師
が
川
の
蘆
辺
に
舟
を
こ
ぐ
。
絵
の
具
で
こ
の
す
ば
ら
し
い
眺
め
を
描
い
た
な

ら
ば
、
万
里
に
広
が
る
波
間
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
釣
り
船
。

【
余
説
一
】五
山
の
詩
僧 

絶
海
中
津
の
漢
詩
集
『
蕉
堅
藁
』
に
「
扇
面
画
に
題
す
七
首
」（
五
絶
）や
「
扇

面
画
に
題
す
三
首
」（
七
絶
）
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
信
玄
の
五
首
も
そ
の
顰
に
倣
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

そ
も
そ
も
五
山
の
詩
僧
の
詩
に
は
画
を
見
て
、
そ
の
画
題
を
ひ
と
つ
の
公
案
と
し
て
詩
作
す
る
も
の

が
多
く
、
如
拙
の
「
瓢
鮎
図
」
に
三
十
一
人
の
禅
僧
た
ち
の
題
詩
が
書
き
加
え
ら
れ
た
詩
画
軸
な
ど
は

そ
の
代
表
と
い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
絵
画
と
詩
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
宋
の
詩
人
た
ち
、
特
に
王
安
石
・
蘇
軾
・
黄
庭
堅

な
ど
の
詩
人
が
盛
ん
に
作
っ
た
題
画
詩
に
淵
源
す
る
。
黄
庭
堅
に
、
恵
崇
の
煙
雨
帰
雁
の
図
を
見
て
瀟

湘
・
洞
庭
に
遊
ん
だ
気
分
に
な
り
、
帰
ろ
う
と
思
っ
て
小
舟
を
喚
ぼ
う
と
し
た
ら
、「
画
で
は
な
い
か
」

と
友
達
に
言
わ
れ
、
は
っ
と
我
に
返
る
と
い
う
詩
（「
鄭
防
の
画
夾
に
題
す
」
其
の
一
）
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
詩
人
た
ち
は
画
の
中
に
浸
り
、
山
川
に
遊
ん
だ
気
分
に
な
っ
て
、
一
時
を
忘
れ
る
と
い
う
体

験
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
。
宋
の
郭
煕
の
絵
画
論
『
林
泉
高
致
』
山
水
訓
に
よ
れ
ば
、
君
子
が
山
水
を
愛

す
る
所
以
は
、
彼
ら
が
社
会
的
責
任
を
持
ち
、
公
的
な
勤
め
を
離
れ
る
わ
け
に
い
か
な
い
立
場
に
あ
る

の
で
、
自
由
に
山
川
に
遊
び
、
あ
る
い
は
隠
逸
の
暮
ら
し
を
す
る
わ
け
に
も
い
か
ず
、
代
わ
っ
て
山
水

を
描
い
た
画
を
尊
ん
だ
の
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
。

そ
う
し
た
画
を
通
じ
て
の
空
想
的
な
逍
遥
と
い
う
中
国
知
識
人
の
詩
的
伝
統
の
ほ
か
に
、
も
う
一
つ

こ
こ
で
注
目
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
日
本
の
和
歌
の
世
界
に
お
け
る
題
詠
の
伝
統
で

あ
る
。
和
歌
の
世
界
で
題
詠
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
だ
が
、
信
玄
の
和
歌
作
り
に
も
題

詠
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。
信
玄
に
は
自
ら
ま
と
め
て
法
善
寺
に
奉
納
し
た
和
歌
百
首
が
あ
る
（
自
筆

の
和
歌
百
首
一
軸
は
消
失
し
た
が
、
消
失
前
に
書
写
し
た
も
の
が
『
武
田
晴
信
朝
臣
百
首
和
歌
』
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
）
が
、
そ
の
全
て
に
「
早
春
山
」「
海
霞
」「
朝
鶯
」「
忍
恋
」「
不
遇
恋
」
の
ご
と

き
漢
字
二
、三
字
の
題
が
付
い
て
お
り
、
題
詠
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
歌
が
作
ら
れ
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
る
。

武
田
信
玄
に
お
け
る
詩
的
文
学
が
、
一
方
で
宋
の
詩
人
た
ち
の
山
水
画
へ
の
題
詩
の
伝
統
を
受
け
た
、

五
山
の
詩
僧
た
ち
の
詩
画
軸
の
流
れ
を
源
流
と
し
つ
つ
、
一
方
で
日
本
の
和
歌
の
題
詠
の
伝
統
を
も
受

け
て
、
そ
の
合
流
地
点
に
、
こ
の
信
玄
の
便
面
画
題
詠
五
首
が
生
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
余
説
二
】
漢
籍
の
世
界
で
は
、
漁
師
は
常
に
世
を
隠
れ
た
隠
者
の
仮
の
す
が
た
。
釣
船
に
乗
り
、

釣
り
糸
を
垂
れ
る
老
人
の
す
が
た
は
、
五
山
の
詩
僧
た
ち
の
詩
の
中
に
も
繰
り
返
し
登
場
す
る
。

絶
海
中
津
「
寒
江
独
釣
の
図
」
に
「
独
り
寒
江
に
釣
る
は
何
処
の
翁
ぞ
／
莎
衣
雪
に
堪
え　

又
た
風

に
堪
う
」、
別
源
円
旨
〔
一
二
九
四
〜
一
三
六
四
〕「
江
上
の
晩
望
に
和
す
」
に
「
翠
烟
収
め
尽
し
て
水

天
寛
し
／
江
上
の
漁
翁　

独
り
寒
に
釣
る
」。
中
巌
円
月
〔
一
三
〇
〇
〜
一
三
七
五
〕「
雪
に
題
し
て
懐

い
を
寄
す
」
に
「
高
楼
厭
厭
と
し
て
誰
か
冷
を
知
ら
ん
／
肯
て
管
せ
ん
や　

寒
江
独
釣
の
漁
」
な
ど
。

そ
の
源
が
柳
宗
元
「
江
雪
」
の
「
孤
舟
蓑
笠
の
翁
／
独
り
釣
る
寒
江
の
雪
」
に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

〔
十
三
〕　
便
面
有
雁
　
　
　
　
　
　
便べ

ん
め
ん面 

雁が
ん

有あ

り

水
緑
山
青
欲
雨
初　
　
　
　
　

水み
ず

緑み
ど
りに

山や
ま

青あ
お

く　

雨あ
め

ふ
ら
ん
と
欲ほ

っ

す
る
初は

じ

め

数
行
鴻
雁
渡
長
虚　
　
　
　
　

数す
う
こ
う行

の
鴻こ

う

雁が
ん　

長ち
ょ
う
き
ょ虚を

渡わ
た

る

天
涯
高
処
要
通
信　
　
　
　
　

天て
ん
が
い涯

高た
か

き
処と

こ
ろ　

信し
ん

を
通つ

う

ぜ
ん
と
要よ

う

す
る
は

定
可
蘇
卿
胡
地
書　
　
　
　
　

定さ
だ

め
て
蘇そ

卿け
い

胡こ

ち地
の
書し

ょ

な
る
可べ

し
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▽
七
絶
。
上
平
声
六
魚
韻
（
初
・
虚
・
書
）。

△  

有
雁
・
鴻
雁
の
「
雁
」
の
字
、
国
会
本
、
尊
経
閣
本
、
類
従
本
、
大
泉
寺
本
作
「
鴈
」。「
鴈
」
は

「
雁
」
の
別
体
。

　
「
胡
地
」、
大
泉
寺
本
誤
作
「
湖
地
」。

○
水
緑
山
青　

唐
の
杜
甫
「
絶
句
」
に
「
江
碧
に
し
て
鳥
逾
い
よ
白
く
／
山
青
く
し
て

花
然
え
ん
と
欲
す
」。　

○
鴻
雁　

か
り
。
鴻
鴈
。『
詩
経
』
小
雅
・
鴻
鴈
に
「
鴻
鴈
于
に

飛
ぶ
／
肅
肅
た
る
其
の
羽
」。
毛
伝
に
「
大
を
鴻
と
曰
い
、
小
を
鴈
と
曰
う
」。　

○
長
虚　

果
て
し
な
い
空
。
長
空
、
長
天
。　

○
天
涯　

空
の
果
て
。「
十　

旅
館
聴
鵑
」
の
注
参

照
。　

○
通
信　

信
は
手
紙
。
雁
信
。
蘇
武
の
故
事
か
ら
雁
は
手
紙
を
運
ぶ
と
さ
れ
て
い

る
。　

○
蘇
卿
胡
地
書　

匈
奴
に
囚
わ
れ
た
漢
の
使
者
蘇
武
が
雁
の
脚
に
手
紙
を
結
び
つ

け
て
生
存
を
知
ら
せ
た
と
い
う
故
事
に
基
づ
く
。『
漢
書
』
蘇
武
伝
に
云
う
、「
天
子
、
上

林
中
に
射
て
雁
を
得
た
り
。
足
に
帛
書
を
係
ぐ
有
り
て
言
う
、
武
等
、
某
沢
中
に
在
り
と
」。

《
雁
を
描
い
た
扇
面
に
題
し
て
》

水
は
緑
に
山
は
青
く
、
雨
の
降
り
そ
う
な
空
。
数
行
の
雁
が
果
て
し
な
い
空
を
渡
っ
て

い
く
。
天
の
果
て
の
高
い
空
の
上
で
手
紙
を
運
ぼ
う
と
す
る
の
は
、
き
っ
と
漢
の
蘇
武
が

匈
奴
の
地
か
ら
託
し
た
手
紙
で
あ
ろ
う
。

【
余
説
】
扇
面
に
描
か
れ
た
雁
の
画
を
見
て
、『
漢
書
』
蘇
武
伝
の
雁
書
の
故
事
を
思
い
出
し
て
い
る
。

〔
十
四
〕　
便
面
水
仙
梅
花
　
　
　
　
便べ

ん
め
ん面 

水す
い
せ
ん仙

梅ば
い
か花

風
送
清
香
寂
寞
浜　
　
　
　
　

風
は
清せ

い

香こ
う

を
送
る　

寂せ
き
ば
く寞

の
浜ひ

ん

諸
公
携
酒
又
逡
巡　
　
　
　
　

諸し
ょ

公こ
う

酒さ
け

を
携た

ず
さえ

て
又ま

た
逡

し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

巡
す

与
梅
故
有
弟
兄
約　
　
　
　
　

梅う
め

と
故も

と

よ
り
弟て

い

兄け
い

の
約や

く

有あ

り

黄
玉
花
開
一
様
春　
　
　
　
　

黄こ
う
ぎ
ょ
く玉の

花は
な

開ひ
ら

く　

一い
ち
よ
う様

の
春

▽
七
絶
。
上
平
声
十
一
真
韻
（
浜
・
巡
・
春
）。

△  

「
寂
寞
浜
」、
大
泉
寺
本
誤
作
「
寂
莫
鬢
」。

　

  「
故
」、
国
会
本
、
尊
経
閣
本
、
磯
貝
本
、
類
従
本
作
「
胡
」。
た
だ
し
国
会
本
、
尊
経
閣
本
、
磯

貝
本
い
ず
れ
も
振
り
仮
名
し
て
「
コ
ト
サ
ラ
ニ
」
と
あ
り
。

　
「
花
開
」、
大
泉
寺
本
作
「
華
開
」。

○
清
香　

清
ら
か
な
香
り
。
こ
こ
は
題
に
あ
る
水
仙
と
梅
の
花
の
香
り
。
宋
の
林
逋
「
梅

花
」
に
「
天
の
清
香
を
与
え
し
は
私
有
る
に
似
た
り
」。
蘇
軾
「
春
夜
」
に
「
春
宵
一
刻
直

千
金
／
花
に
清
香
有
り　

月
に
陰
有
り
」。　

○
寂
寞
浜　

ひ
と
気
の
無
い
も
の
静
か
な
岸

辺
。
五
山
の
詩
僧 

義
堂
周
信
〔
一
三
二
五
〜
一
三
八
八
〕
の
「
雪
中
、
三
友
の
訪
う
を
謝

す
」
に
「
諸
峰
雪
擁
す　

玉
嶙
峋
／
独
り
松
門
を
掩
ず　

寂
寞
の
浜
」。　

○
逡
巡　

こ
こ

は
徘
徊
す
る
、
滞
留
す
る
の
意
。
た
ち
も
と
お
る
。
漢
の
王
逸
「
九
思
・
憫
上
」
に
「
圃

藪
に
逡
巡
し
て
／
彼
の
畛
陌
に
率
う
」。　

○
故　

も
と
よ
り
。
む
か
し
か
ら
。　

○
弟
兄

約　

水
仙
が
梅
と
兄
弟
の
契
り
を
結
ん
で
い
る
。
宋
の
黄
庭
堅
「
王
充
道
、
水
仙
花
五
十

枝
を
送
る
。
欣
然
と
し
て
心
に
会
い
、
之
が
為
に
詠
を
作
す
」
の
詩
に
、
水
仙
を
詠
ん
で
「
香

を
含
み
体
は
素
〔
し
ろ
〕
く　

城
を
傾
け
ん
と
欲
す
／
山
礬
〔
沈
丁
花
の
類
〕
は
是
れ
弟　

梅
は
是
れ
兄
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。　

○
黄
玉
花　

水
仙
の
黄
色
い
花
と
梅
の
玉
の
如

き
白
い
花
。　

○
一
様
春　

一
様
は
同
じ
さ
ま
。
杜
秉
「
寒
夜
」
に
「
尋
常
一
様　

窓
前

の
月
／
纔
か
に
梅
花
有
り
て
便
ち
同
じ
か
ら
ず
」。

《
水
仙
と
梅
花
を
描
い
た
扇
面
に
題
し
て
》

風
が
清
ら
か
な
香
を
運
ん
で
く
る
。
ひ
と
気
の
無
い
し
ん
と
静
ま
り
返
っ
た
岸
辺
。
そ

こ
へ
貴
公
子
た
ち
が
酒
を
携
え
て
や
っ
て
く
る
。
岸
辺
を
た
ち
も
と
お
り
、
春
を
探
る
。

彼
ら
の
目
の
前
に
は
春
の
光
の
も
と
、
白
く
咲
く
梅
の
花
と
岸
辺
の
水
仙
が
咲
い
て
い
る
。

そ
の
清
ら
か
な
す
が
た
よ
。
こ
の
水
仙
は
梅
と
も
と
も
と
兄
弟
の
契
り
で
も
結
ん
で
い
た

の
か
、
黄
色
の
花
と
白
玉
の
花
と
が
春
の
日
差
し
の
も
と
で
い
っ
し
ょ
に
咲
い
て
い
る
。

【
余
説
一
】
水
仙
と
梅
を
描
い
た
扇
面
な
の
だ
ろ
う
が
、
詩
に
は
水
辺
を
訪
れ
た
公
達
た
ち
を
登
場

さ
せ
、
酒
を
飲
み
つ
つ
春
を
探
る
と
い
う
王
朝
絵
巻
風
の
情
景
を
描
き
出
し
て
い
る
。
信
玄
は
『
伊
勢

物
語
』
を
愛
読
し
た
と
い
う
が
（
今
川
義
元
に
『
伊
勢
物
語
』
を
借
り
て
な
か
な
か
返
さ
ず
、
義
元
が

催
促
し
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て
い
る
）、
そ
の
『
伊
勢
物
語
』
に
、
水
辺
を
逍
遥
し
て
酒
を
飲
み
歌

を
詠
む
と
い
う
場
面
が
何
度
か
出
て
き
て
、
こ
の
詩
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
源
流
を
な
し
て
い
る
と
想
像
さ

れ
る
。
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【
余
説
二
】転
句
の
水
仙
が
「
梅
と
故
よ
り
弟
兄
の
約
有
り
」
と
い
う
の
は
、
宋
の
黄
庭
堅
の
「
王
充
道
、

水
仙
花
五
十
枝
を
送
る
。
欣
然
と
し
て
心
に
会
い
、
之
が
為
に
詠
を
作
す
」
と
題
す
る
詩
に
、
水
仙
を

詠
ん
で
、「
香
を
含
み
体
は
素
〔
し
ろ
〕
く　

城
を
傾
け
ん
と
欲
す
／
山
礬
は
是
れ
弟　

梅
は
是
れ
兄
」

と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
い
ず
れ
も
芳
香
を
放
つ
梅
・
水
仙
・
山
礬
〔
沈
丁
花
の
類
〕
を
並
べ
て
、
水
仙

を
真
ん
中
に
、
兄
の
梅
、
弟
の
山
礬
と
し
て
い
る
の
を
受
け
て
、
こ
う
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
こ

の
場
合
も
黄
庭
堅
の
詩
を
踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
い
と
「
故
よ
り
弟
兄
の
約
有
り
」
と

い
う
詩
句
の
意
味
が
よ
く
つ
か
め
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
写
本
、
刊
本
み
な
「
故
」
の
字
を
「
胡
」
に
し
た

り
、「
コ
ト
サ
ラ
ニ
」
と
振
り
仮
名
を
付
け
る
と
い
う
よ
う
な
誤
り
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。）

〔
十
五
〕　
便
面
半
月
照
梅
花
　
　
　
便べ

ん
め
ん面 

半は
ん
げ
つ月 

梅ば
い
か花

を
照て

ら
す

昏
月
横
斜
欲
夜
時　
　
　
　
　

昏こ
ん

月げ
つ

横お
う

斜し
ゃ　

夜よ
る

な
ら
ん
と
欲ほ

っ

す
る
時と

き

梅
花
秀
色
似
臙
脂　
　
　
　
　

梅ば
い
か花

秀し
ゅ
う

色し
ょ
く

　

臙え
ん
じ脂

に
似に

た
り

湖
山
疎
影
茂
陵
藁　
　
　
　
　

湖こ
ざ
ん山

の
疎そ

影え
い　

茂も

陵り
ょ
うの

藁こ
う

涼
水
風
標
元
祐
枝　
　
　
　
　

涼
り
ょ
う

水す
い

の
風ふ

う
ひ
ょ
う標　

元げ
ん
ゆ
う祐

の
枝え

だ

▽
七
絶
。
上
平
声
四
支
韻
（
時
・
脂
・
枝
）。

△○
昏
月
横
斜　

昏
月
は
黄
昏
の
月
。
漢
語
に
は
見
え
な
い
表
現
。
北
宋
の
林
逋
「
山
園

小
梅
」
に
「
疎
影
横
斜　

水
清
浅
／
暗
香
浮
動　

月
黄
昏
」
と
あ
る
、
そ
の
「
月
黄
昏
」

に
基
づ
く
造
語
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
詩
の
転
句
「
湖
山
疎
影
」
の
「
疎
影
」
も
林
逋
の
「
疎

影
横
斜
」
に
拠
る
。　

○
秀
色　

ひ
い
で
た
す
が
た
（
ひ
い
で
た
容
色
）。
晋
の
陸
機
「
日

出
東
南
隅
行
」
に
「
鮮
膚
一
に
何
ぞ
潤
え
る
／
秀
色
餐
す
可
き
が
若
し
」。　

○
臙
脂　

化

粧
用
の
べ
に
。「
秀
色
」
と
つ
な
が
り
美
女
が
真
っ
赤
な
べ
に
を
さ
し
た
よ
う
な
雰
囲
気
を

描
い
て
い
る
。　

○
湖
山　

こ
こ
で
は
林
逋
が
隠
棲
し
た
杭
州
西
湖
湖
中
の
孤
山
を
指
す
。　

○
茂
陵
藁　

茂
陵
は
地
名
。
漢
の
武
帝
の
陵
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
。
こ
こ
で
は
晩
年
そ
こ
に

暮
ら
し
た
漢
の
文
学
者
、
司
馬
相
如
を
指
す
。
藁
は
稿
に
同
じ
。
原
稿
。
こ
こ
で
は
司
馬

相
如
の
「
封
禅
書
」
を
指
す
。
こ
こ
の
表
現
の
裏
に
は
北
宋
の
林
逋
の
「
寿
堂
の
壁
に
書

す
」
と
い
う
詩
の
「
茂
陵 

他
日 

遺
稿
を
求
む
れ
ば
／
猶
お
喜
ぶ
曾
て
封
禅
の
書
な
き
を
」

〔
漢
の
司
馬
相
如
の
よ
う
に
、
死
後
、
遺
稿
を
求
め
ら
れ
て
も
、
幸
い
私
に
は
封
禅
の
書
の

よ
う
な
天
子
の
お
祭
り
を
褒
め
称
え
る
草
稿
な
ん
ぞ
、
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
な
い
の
だ
〕
と

い
う
詩
句
が
あ
る
。
つ
ま
り
司
馬
相
如
の
よ
う
に
権
力
に
す
り
寄
る
姿
勢
は
取
ら
ず
、
も
っ

ぱ
ら
隠
遁
の
姿
勢
を
貫
い
た
林
逋
を
、
こ
の
「
半
月
梅
花
を
照
ら
す
」
景
色
を
描
い
た
扇

面
を
見
る
と
思
い
出
す
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
あ
る
。　

○
涼
水　

西
湖
を
指

す
。
ま
た
恐
ら
く
扇
面
に
描
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
湖
畔
の
様
子
も
含
む
か
。
林
逋
の
「
梅

花
」
其
の
一
に
も
「
水
辺
の
籬
落　

忽
ち
横
枝
」
と
あ
る
。　

○
風
標　

風
度
。
風
采
。

雰
囲
気
の
あ
る
す
が
た
。
品
格
。
唐
の
鄭
谷
「
左
省
張
起
居
に
寄
す
」
に
「
風
標　

鷺
鶴

を
欺
き
／
才
力　

沙
泉
に
湧
く
」。
宋
の
文
同
「
再
び
鷺

に
贈
る
」
に
「
湖
上
の
水
禽

無
数
／
其
れ
誰
か
汝
が
風
標
に
似
ん
」。（
因
み
に
「
風
標
公
子
」
と
い
う
言
い
方
も
あ
っ

て
、
鷺
の
こ
と
を
表
す
。
杜
牧
の
「
晩
晴
の
賦
」
に
「
白
鷺
潜
か
に
来
る
／
邈
か
な
る
風

標
の
公
子
」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
）。　

○
元
祐
枝　

元
祐
は
北
宋
の
年
号
（
一
〇
八
六
〜

一
〇
九
四
）。「
元
祐
の
枝
」
と
は
林
逋
（
九
六
七
〜
一
〇
二
八
）
の
愛
し
た
梅
の
枝
を
指
す
。

元
祐
の
年
号
と
林
逋
の
生
き
た
時
代
は
実
際
に
は
ズ
レ
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
元
祐
と
い

う
年
号
で
林
逋
を
表
し
て
い
る
。

《
半
月
が
梅
花
を
照
ら
し
て
い
る
さ
ま
を
描
い
た
扇
面
に
題
し
て
》

た
そ
が
れ
時
の
半
月
に
、
梅
の
枝
が
ま
ば
ら
に
横
に
斜
め
に
地
に
影
を
落
と
し
て
、
や

が
て
宵
闇
が
お
と
ず
れ
よ
う
と
す
る
時
、
梅
の
花
は
臙
脂
に
も
似
た
美
し
さ
を
見
せ
て
い
る
。

か
の
林
和
靖
が
隠
れ
住
ん
だ
西
湖
の
孤
山
に
あ
る
梅
の
枝
に
月
が
射
し
て
、
ま
ば
ら
な

枝
の
影
が
横
に
斜
め
に
映
る
の
を
見
れ
ば
（
あ
る
い
は
扇
面
の
画
の
梅
の
枝
が
月
の
光
に

影
を
落
と
す
の
を
見
れ
ば
）、
林
和
靖
が
「
寿
堂
の
壁
に
書
す
」
と
い
う
詩
で
示
し
た
「
茂

陵 

他
日 

遺
稿
を
求
む
れ
ば
／
猶
お
喜
ぶ
曾
て
封
禅
の
書
な
き
を
」〔
漢
の
司
馬
相
如
の
よ

う
に
、
死
後
、
遺
稿
を
求
め
ら
れ
て
も
、
幸
い
私
に
は
封
禅
の
書
の
よ
う
な
天
子
の
お
祭

り
を
褒
め
称
え
る
草
稿
な
ん
ぞ
、
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
な
い
の
だ
〕
と
い
う
反
俗
の
姿
勢
を

思
い
出
す
。

冷
た
い
湖
の
岸
辺
に
立
つ
梅
の
い
か
に
も
品
の
あ
る
枝
ぶ
り
は
、
元
祐
の
御
世
を
生
き

た
林
和
靖
の
詩
に
描
か
れ
た
「
疎
影
横
斜　

水
清
浅
／
暗
香
浮
動　

月
黄
昏
」
と
い
う
梅

の
枝
の
す
が
た
を
髣
髴
と
さ
せ
る
。
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【
余
説
一
】『
史
記
』
司
馬
相
如
伝
に
云
う
、「
相
如
既
に
病
ん
で
免
れ
、
茂
陵
に
家
居
す
。
天
子
曰
く
、

司
馬
相
如
病
い
甚
だ
し
。
往
き
て
従
い
悉
く
其
の
書
を
取
る
可
し
。
若
し
然
ら
ず
ん
ば
、
後
之
を
失
わ

ん
と
。
所
忠
〔
使
者
の
姓
名
〕
を
し
て
往
か
使
む
。
而
れ
ど
も
相
如
已
に
死
し
て
、
家
に
書
無
し
。
其

の
妻
に
問
う
に
、
対
え
て
曰
く
、
…
長
卿
〔
司
馬
相
如
の
字
〕
未
だ
死
せ
ざ
り
し
時
、
一
巻
の
書
を
為

り
て
曰
く
、
使
者
の
来
り
て
書
を
求
む
る
有
れ
ば
、
之
を
奏
せ
。
他
の
書
無
し
と
。
其
の
遺
札
、
書
し

て
封
禅
の
事
を
言
う
。」
云
々
。「
封
禅
」
と
い
う
の
は
、
天
子
の
中
で
も
限
ら
れ
た
優
れ
た
天
子
に
だ

け
許
さ
れ
る
天
地
の
神
々
を
祭
る
大
儀
式
で
、
泰
山
と
そ
の
ふ
も
と
の
梁
父
で
挙
行
さ
れ
る
。
司
馬
相

如
の
「
封
禅
の
書
」
は
そ
の
挙
行
を
天
子
に
勧
め
る
内
容
で
、
そ
れ
を
北
宋
の
林
逋
は
権
力
に
こ
び
へ

つ
ら
う
も
の
と
し
て
皮
肉
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
茂
陵
の
藁
」
と
い
う
句
だ
け
で
林
逋
の
「
寿
堂
の
壁
に
書
す
」
の
詩
と
、
林
逋
の
反
俗
隠
遁
の
姿

勢
を
連
想
さ
せ
る
こ
の
詩
の
構
成
は
、
中
国
詩
文
の
十
分
な
教
養
を
具
え
た
（
そ
し
て
こ
ぞ
っ
て
林
逋

の
梅
の
詩
を
愛
し
た
）
五
山
の
詩
僧
た
ち
に
は
共
有
の
常
識
。
し
か
し
素
人
目
に
は
何
を
言
い
た
い
の

か
分
か
ら
な
い
、
い
さ
さ
か
衒
学
的
な
表
現
で
も
あ
る
。

そ
れ
は
そ
う
と
し
て
、
信
玄
は
確
か
に
、
権
力
に
擦
り
寄
る
よ
う
な
生
き
方
は
気
に
入
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

【
余
説
二
】
絶
海
中
津
が
賛
し
た
墨
梅
図
が
残
っ
て
い
る
（
正
木
美
術
館
）。
そ
の
賛
「
画
梅
に
題
す

一
首
」
に
「
孤
山
曾
て
訪
う
中
庸
子
／
水
に
照
る
梅
花　

処
士
の
家
／
駅
使
は
南
国
の
信
を
伝
え
ざ
る

も
／
黄
昏
月
に
和
し
て
横
斜
を
看
る
」。
他
に
も
没
倫
紹
等
筆
「
林
和
靖
図
」
や
物
外
筆
「
墨
梅
図
」

な
ど
梅
を
描
い
た
画
は
多
く
、
み
な
画
賛
が
書
か
れ
て
い
る
（
詳
し
く
は
高
橋
範
子
著
『
水
墨
画
に
あ

そ
ぶ　

禅
僧
た
ち
の
風
雅
』〔
二
〇
〇
五
年
、
吉
川
弘
文
館
〕
を
参
照
）。

〔
十
六
〕　
便
面
蘆
間
白
鷺
　
　
　
　
便べ

ん
め
ん面 

蘆ろ
か
ん間

の
白は

く
ろ鷺

蘆
葦
清
風
垂
頂
絲　
　
　
　
　

蘆ろ

葦い

の
清せ

い
ふ
う風　

頂ち
ょ
う
し絲

を
垂た

る

窺
魚
白
鷺
水
生
涯　
　
　
　
　

魚う
お

を
窺う

か
がう

白は
く
ろ鷺　

水み
ず

の
生

し
ょ
う
が
い涯

江
南
記
得
曾
遊
夕　
　
　
　
　

江こ
う
な
ん南　

記し
る

し
得え

た
り　

曾そ
う
ゆ
う遊

の
夕ゆ

う

べ

似
見
梨
花
院
落
時　
　
　
　
　

梨り

か花
院い

ん
ら
く落

の
時と

き

を
見み

る
に
似に

た
り

▽
七
絶
。
上
平
声
四
支
韻
（
絲
・
涯
・
時
）。

△
「
頂
絲
」、
尊
経
閣
本
、
磯
貝
本
作
「
項
絲
」。

　
「
曾
遊
」、
大
泉
寺
本
作
「
昔
遊
」。

○
蘆
葦　

あ
し
（
あ
し
の
ま
だ
穂
が
出
て
い
な
い
も
の
を
蘆
と
い
い
、
あ
し
の
十
分
成

長
し
た
も
の
を
葦
と
い
う
）。
常
建
「
晦
日
馬
鐙
曲
稍
次
中
流
」
に
「
夜
寒
く
し
て
蘆
葦
に

宿
し
／
暁
色
西
林
に
明
ら
か
な
り
」。　

○
頂
絲　

白
鷺
の
頭
上
の
白
い
冠
羽
。　

○
曾
遊　

以
前
お
と
ず
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
唐
の
于
武
陵
「
南
游
感
有
り
」（『
三
体
詩
』
巻
三
）
に
「
重

ね
て
曾
遊
の
処
に
到
れ
ば
／
多
く
は
旧
主
人
に
非
ず
」。　

○
窺
魚
白
鷺　

虎
関
師
錬
「
行

旅
の
所
見
」
に
「
遥
か
に
見
る　

白
鷺
魚
を
窺
い
て
立
て
る
を
」。　

○
梨
花
院
落　

梨
の

白
い
花
が
中
庭
に
咲
く
。
北
宋
の
晏
殊
「
寓
意
」
に
「
梨
花
院
落 

溶
溶
た
る
月
／
柳
絮
池

塘 

淡
淡
た
る
風
」。

《
葦
の
間
に
白
鷺
を
描
い
た
扇
面
に
題
し
て
》

葦
の
広
が
る
水
辺
、
清
ら
か
な
風
が
吹
い
て
葦
が
揺
れ
る
。
そ
こ
に
俯
い
て
立
つ
一
羽

の
し
ら
さ
ぎ
。
白
い
冠
羽
が
垂
れ
て
い
る
。
き
っ
と
魚
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の

水
に
生
き
る
暮
ら
し
。
そ
ん
な
夕
暮
れ
の
景
色
が
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
、
曾
遊
の
地
、

江
南
の
夕
べ
。
そ
の
夕
闇
に
浮
か
ぶ
白
い
す
が
た
は
、
中
庭
に
梨
の
花
が
咲
い
て
、
月
明

か
り
の
も
と
で
白
く
ぼ
ぉ
っ
と
浮
か
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。

【
余
説
】
宵
闇
近
づ
く
葦
間
に
た
た
ず
む
白
鷺
の
姿
を
、
宋
の
晏
殊
の
「
寓
意
」
に
描
か
れ
た
「
梨

花
院
落 

溶
溶
た
る
月
」、
溶
溶
と
し
て
一
面
に
広
が
る
月
の
光
の
中
で
、
中
庭
に
咲
い
た
白
い
梨
の
花

の
イ
メ
ー
ジ
と
ダ
ブ
ら
せ
た
と
こ
ろ
が
詩
の
眼
目
。
前
詩
の
梅
と
同
様
、
俗
に
交
わ
ら
ぬ
孤
高
の
姿
を

描
い
て
い
る
。
柳
宗
元
の
「
江
雪
」
に
通
う
イ
メ
ー
ジ
。

〔
十
七
〕　
寄
濃
州
僧
　
　
　
　
　
　
濃の

う
し
ゅ
う州の

僧そ
う

に
寄よ

す

気
似
岐
陽
九
月
寒　
　
　
　
　

気き

は
岐き

陽よ
う

九く
が
つ月

の
寒さ

む

き
に
似に

る

三
冬
六
出
洒
朱
欄　
　
　
　
　

三さ
ん

冬と
う　

六り
く

出し
ゅ
つ

　

朱し
ゅ
ら
ん欄

に
洒そ

そ

ぐ

多
情
尚
遇
風
流
客　
　
　
　
　

多た
じ
ょ
う情　

尚
こ
い
ね
がわ

く
は
風ふ

う
り
ゅ
う流の

客か
く

に
遇あ

い

共
対
士
峰
吟
雪
看　
　
　
　
　

共と
も

に
士し

峰ほ
う

に
対た

い

し
て
雪ゆ

き

を
吟ぎ

ん

じ
て
看み

ん

▽
七
絶
。
上
平
声
十
四
寒
韻
（
寒
・
欄
・
看
）。

△
「
岐
陽
」、
尊
経
閣
本
、
磯
貝
本
作
「

陽
」。
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○
濃
州　

美
濃
（
岐
阜
）。　

○
岐
陽　

岐
阜
。　

○
三
冬　

三
冬
は
冬
の
三
ヶ
月
。
孟

冬
、
仲
冬
、
季
冬
。　

○
六
出　

雪
の
異
称
。
六
花
に
同
じ
。
雪
の
結
晶
の
六
角
形
な
の

に
よ
る
。
唐
の
元
稹
「
春
雪 

早
梅
に
映
ず
る
を
賦
し
得
た
り
」
に
「
飛
び
舞
い
て
春
雪
に

先
ん
じ
／
因
り
て
上
番
の
梅
に
依
る
／
一
枝
方
に
漸
く
秀
で
／
六
出
已
に
同
に
開
く
」。
五

山
の
詩
僧
愚
中
周
及
〔
一
三
二
三
〜
一
四
〇
九
〕
の
「
乙
亥
の
冬
、
雪
に
因
り
て
西
金
の

旧
事
を
思
う　

其
の
二
」
に
「
六
出
の
花
光　

水
銀
を
奪
い
／
人
を
し
て
令
地
に
早
く
も

塵
を
超
え
し
む
」。　

○
洒
朱
欄　

洒
は
灑
に
同
じ
。
そ
そ
ぐ
。
朱
欄
は
朱
色
の
手
す
り
。

甲
斐
の
国
の
躑
躅
ケ
崎
館
の
欄
干
を
指
す
。　

○
多
情　
（
口
語
的
表
現
で
）
感
謝
す
る
。

〜
し
て
く
れ
る
と
あ
り
が
た
い
（
〜
し
て
く
れ
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
情
け
多
い
こ
と
だ
、

と
い
う
意
味
）。　

○
尚　

こ
い
ね
が
わ
く
は
。　

○
風
流
客　

風
流
を
解
す
る
人
。
濃

州
の
僧
を
指
す
。「
風
流
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
「〔
九
〕
薔
薇
其
の
二
」
の
注
を
参
照
。　

○
士
峰　

富
士
山
。

《
美
濃
の
僧
に
寄
せ
る
詩
》

こ
ち
ら
の
今
の
気
温
は
岐
阜
の
九
月
と
大
差
あ
り
ま
せ
ん
が
、
冬
と
も
な
れ
ば
雪
が
降
っ

て
館
の
朱
欄
に
降
り
そ
そ
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
冬
に
な
り
ま
し
た
な
ら
、
願
わ
く
は
貴
僧
の

よ
う
な
風
流
を
解
す
る
お
人
に
お
出
ま
し
願
え
れ
ば
、
ま
こ
と
に
あ
り
が
た
い
。
と
も
に

富
士
の
峰
に
向
か
い
、
雪
見
の
詩
会
な
ど
催
し
て
、
の
ん
び
り
と
眺
め
た
い
も
の
で
す
。

【
余
説
一
】
起
句
、
承
句
の
つ
な
が
り
が
い
ま
ひ
と
つ
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
詩
を
美
濃
の
僧

に
寄
せ
た
時
期
が
晩
秋
九
月
で
、
や
が
て
訪
れ
る
「
三
冬
」
す
な
わ
ち
冬
の
十
月
、
十
一
月
、
十
二
月

に
は
こ
ち
ら
は
雪
に
な
る
。
そ
の
こ
ろ
に
詩
会
な
ど
催
し
た
い
の
で
、
お
出
で
願
い
た
い
と
い
う
こ
と

な
の
だ
ろ
う
。
雪
の
こ
と
を
「
六
出
」
と
い
う
の
は
珍
し
い
表
現
だ
が
、
注
に
記
し
た
よ
う
に
唐
の
元

稹
や
五
山
の
詩
僧
愚
中
周
及
の
詩
に
用
例
が
見
え
る
。

【
余
説
二
】
こ
の
詩
の
「
濃
州
僧
」
が
誰
氏
で
あ
っ
た
か
を
、
河
住
玄
氏
は
『
武
田
信
玄
の
詩
歌
』（
下
）

に
お
い
て
検
討
し
、
美
濃
岩
村
の
大
円
寺
か
ら
招
請
さ
れ
た
希
庵
玄
密
と
、
美
濃
の
土
岐
氏
の
一
族
で

あ
る
快
川
紹
喜
の
二
人
を
候
補
に
挙
げ
、
年
代
の
検
討
か
ら
希
庵
玄
密
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
し
て

お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊

巷
間
に
信
玄
作
と
し
て
伝
え
ら
れ
る
漢
詩
が
も
う
一
首
あ
る
。「
偶
作
」
と
題
す
る
詩
で

あ
る
。
後
述
の
と
お
り
問
題
が
多
い
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
並
べ
て
お
く
。

〔
補
〕　
偶
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偶ぐ

う
さ
く作

鏖
殺
江
南
十
万
兵　
　
　
　
　

鏖お
う
さ
つ殺

す　

江こ
う
な
ん南

十じ
ゅ
う
ま
ん

万
の
兵へ

い

腰
間
一
剣
血
猶
腥　
　
　
　
　

腰よ
う
か
ん間

の
一い

っ

剣け
ん　

血ち

猶な

お
腥

な
ま
ぐ
さし

豎
僧
不
識
山
川
主　
　
　
　
　

豎じ
ゅ

僧そ
う

は
識し

ら
ず　

山さ
ん
せ
ん川

の
主し

ゅ

向
我
慇
懃
問
姓
名　
　
　
　
　

我わ
れ

に
向む

か
っ
て
慇い

ん
ぎ
ん懃

に
姓せ

い
め
い名

を
問と

う

▽
七
絶
。
下
平
声
八
庚
韻
（
兵
・
名
）。〔
腥
は
下
平
声
九
青
韻
〕。

○
鏖
殺　

み
な
ご
ろ
し
に
す
る
。「
鏖
」
は
み
な
ご
ろ
し
の
意
。　

○
江
南　

具
体
的
に

ど
こ
を
指
す
か
不
明
。
諸
説
あ
る
が
詮
索
は
無
用
。　

○
豎
僧　

豎
は
卑
し
い
、
小
さ
い
。

豎
僧
は
僧
侶
を
侮
蔑
し
た
呼
び
方
。
田
舎
坊
主
。
小
坊
主
。　

○
山
川
主　

甲
斐
一
国
の

領
主
。
○
慇
懃　

て
い
ね
い
に
。

《
偶
々
作
る
》

江
南
十
万
の
軍
隊
を
皆
殺
し
に
し
、
腰
の
剣
は
ま
だ
血
に
濡
れ
て
生
臭
い
。
田
舎
の
坊

主
は
藩
主
の
俺
を
知
ら
ず
、
ば
か
て
い
ね
い
に
「
そ
こ
も
と
の
ご
尊
名
は
」
な
ど
と
問
い
お
っ
た
。

【
余
説
】　

信
玄
の
漢
詩
と
し
て
有
名
な
「
偶
作
」
と
題
す
る
詩
。
日
本
漢
詩
選
の
た
ぐ
い
に
も
し
ば

し
ば
代
表
作
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
機
山
十
七
首
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
け

だ
し
そ
れ
が
明
の
太
祖
朱
元
璋
の
詩
を
一
部
改
作
し
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
機
山
詩
集
中
に
列
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
元
に
な
る
太
祖
朱
元
璋
の
詩
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　

鏖
殺
江
南
百
万
兵　
　
　
　
　

鏖お
う
さ
つ殺
す　

江こ
う
な
ん南
百ひ
ゃ
く
ま
ん
万
の
兵へ
い

　

腰
間
宝
剣
血
猶
腥　
　
　
　
　

腰よ
う
か
ん間

の
宝ほ

う
け
ん剣　

血ち

猶な

お
腥

な
ま
ぐ
さし

　

山
僧
不
知
英
雄
漢　
　
　
　
　

山さ
ん

僧そ
う

は
知し

ら
ず　

英え
い
ゆ
う
か
ん

雄
漢

　

只
恁

問
姓
名　
　
　
　
　

只ひ
た
す
ら恁
にぎ
ょ
う
ぎ
ょ
うと
し
て
姓せ
い
め
い名
を
問と

う
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○
鏖
殺
江
南
百
万
兵　

太
祖
が
長
江
中
流
域
に
勢
力
を
張
っ
て
い
た
陳
友
諒
を
破
り
、
長
江
下
流

域
を
支
配
し
て
い
た
張
士
誠
の
呉
政
権
を
破
っ
た
こ
と
を
指
す
。　

○
山
僧　

田
舎
の
坊
主
。
○

英
雄
漢　

漢
は
好
漢
。　

○
只
恁　

ひ
た
す
ら
に　

○

　

お
び
え
る
声
、
お
そ
れ
る
声
。

諸
家
の
指
摘
す
る
と
お
り
、
お
そ
ら
く
信
玄
が
戦
捷
の
宴
な
ど
の
場
で
、
戯
れ
に
朱
元
璋
の
詩
を
借

り
て
、
己
が
威
勢
血
気
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

石
川
忠
久
氏
は
「<

剽
窃>
と
い
う
よ
り
、
ふ
だ
ん
愛
唱
し
て
い
た
詩
を
、
少
し
整
え
て
、
甲
州
一

帯
を
掌
握
し
た
威
勢
を
示
す
の
に<
借
用>

し
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。」
と
す
る
（『
日
本
人
の
漢
詩
』）。

ま
た
荻
原
留
則
氏
は
「
朱
元
璋
の
詩
を
も
じ
っ
た
一
首
の
パ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
」
と
し
、
さ
ら
に
「
豎

僧
不
識
」
の
「
不
識
」
は
「
識
ら
ず
」
で
は
な
く
、
上
杉
謙
信
の
法
号
「
不
識
庵
謙
信
」
の
こ
と
で
あ

る
と
し
、「
豎
僧
は
不
識
…
」
と
読
ん
で
、
謙
信
へ
の
か
ら
か
い
と
見
る
（『
改
訂
版 

機
山
武
田
信
玄

公
の
漢
詩
（
解
説
）』）。

腰
原
哲
朗
氏
は
信
玄
の
和
歌
に
お
け
る
パ
ロ
デ
ィ
化
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
著

作
権
な
ど
と
い
っ
た
も
の
が
な
か
っ
た
時
代
だ
か
ら
、
ど
こ
で
も
お
お
ら
か
に
換
骨
奪
胎
を
や
っ
て
の

け
た
。
い
か
に
た
く
み
に
翻
案
す
る
こ
と
か
と
い
う
こ
と
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
詩
文
の
才
能
だ
っ
た
の

で
、『
千
載
和
歌
集
』
の
一
部
を
詞
書
と
歌
を
合
わ
せ
そ
っ
く
り
抜
い
て
き
た
り
し
て
い
る
（
品
第
十
）。

『
可
笑
記
』（
巻
五
）
に
も
あ
る
有
名
な
「
人
は
城
人
は
石
垣
人
は
堀
情
け
は
味
方
あ
だ
は
敵
な
り
」（
品

第
三
十
九
）
に
し
て
も
、
他
に
類
似
し
た
作
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
…
こ
う
し
た
和
歌
は
随
所
に

出
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
多
く
が
戯
れ
の
歌
、
狂
歌
ば
り
の
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
歌
で
あ
る
。」（
腰
原
哲

朗
訳
『
甲
陽
軍
鑑
』
上
〔
一
九
七
九
年
、
教
育
社
〕
解
説
）。

こ
う
し
た
傾
向
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
「
偶
作
」
も
「
戯
れ
の
」
詩
、「
パ
ロ
デ
ィ
化
し
た
」
詩
で

あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

＊

武
田
信
玄
の
遺
偈
と
し
て
、『
甲
陽
軍
鑑
』
巻
十
二
（
品
第
三
十
九
）「
十　

信
玄
公
逝

去
付
御
遺
言
之
事
」
の
条
に
次
の
よ
う
な
偈
が
み
え
る
。

　
　
遺
偈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
偈

大
底
還
他
肌
骨
好　
　
　
　
　

大た
い
て
い底　

他か

の
肌き

骨こ
つ

好よ

き
に
還か

え

さ
ん

不
塗
紅
粉
自
風
流　
　
　
　
　

紅こ
う
ふ
ん粉

を
塗ぬ

ら
ず
し
て　

自
お
の
ず
から

風
ふ
う
り
ゅ
う流

○
大
底　

大
抵
に
同
じ
。
お
お
む
ね
、
す
べ
て
。
白
居
易
「
暮
れ
に
立
つ
」
に
「
大
底

四
時
心
総
て
苦
し
／
就
中 

腸
を
断
つ
は
是
れ
秋
天
」。 

○
還　

か
え
す
、
任
す
。　

○
他　

口
語
の
三
人
称
代
名
詞
。
か
れ
、
か
の
。　

○
肌
骨　

肌
と
骨
。
宋
の
歐
陽
脩
「
秋
声
の
賦
」

に
「
其
の
気
凛
洌
に
し
て
／
人
の
肌
骨
を
砭
す
」。
ま
た
胸
臆
。
心
の
奥
深
い
と
こ
ろ
。
宋

の
曾
鞏
「
歐
陽
学
士
に
上
す
る
第
二
書
」
に
「
抑
も
実
に
以
て
心
思
に
刻
み
肌
骨
に
銘
じ

て
佩
服
矜
式
す
る
を
得
」。　

○
紅
粉　

べ
に
お
し
ろ
い
。
唐
の
雍
裕
之
「
宮
人
斜
」（『
三

体
詩
』
巻
一
）
に
「
幾
多
の
紅
粉　

黄
泥
に
委
す
／
野
鳥
歌
う
が
如
く
又
た
啼
く
に
似
た
り
」。　

○
風
流　
「
風
流
」
の
用
例
に
つ
い
て
は
「〔
九
〕
薔
薇
其
の
二
」
の
注
を
参
照
。

《
遺
偈
》

お
お
む
ね
す
べ
て
は
彼か

の
肌
骨
（
こ
こ
ろ
）
好
き
連
中
に
任
せ
よ
う
。
べ
に
お
し
ろ
い

を
つ
け
る
よ
う
に
あ
れ
こ
れ
細
工
を
加
え
ず
と
も
、
も
ち
ま
え
の
風
流
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

【
余
説
】『
甲
陽
軍
鑑
』
巻
十
二
（
品
第
三
十
九
）「
十　

信
玄
公
逝
去
付
御
遺
言
之
事
」
の
条
に
「〔
天

正
元
年
（
一
五
七
三
年
）〕
四
月
十
一
日
未
の
刻
よ
り
、
信
玄
公
、
御
気
相
悪
御
座
候
而
、
御
脉
殊
ノ

外
は
や
く
候
。
又
十
二
日
の
夜
亥
ノ
刻
に
、
口
中
に
は
く
さ
出
来
、
御
は
五
ツ
六
ツ
ぬ
け
、
そ
れ
よ
り

次
第
に
よ
は
り
給
ふ
。
既
ニ
死
脉
う
ち
申
候
に
つ
き
、
信
玄
公
御
分
別
あ
り
。
各
譜
代
の
侍
大
将
衆
、

御
一
家
に
も
人
数
を
持
給
ふ
人
々
、
悉
ク
被
召
寄
、
信
玄
公
被
仰
は
、
…
」
と
し
て
、
ま
ず
自
ら
の
戦

さ
の
仕
方
を
他
の
諸
将
と
比
較
し
つ
つ
振
り
返
り
、
次
い
で
家
督
相
続
の
こ
と
、
葬
儀
の
こ
と
、
死
後

勝
頼
が
信
長
・
家
康
・
謙
信
に
対
し
て
採
る
べ
き
策
な
ど
を
こ
と
細
か
に
告
げ
る
。
そ
の
後
、「
御
目

を
ふ
さ
ぎ
給
ふ
が
、
又
山
縣
三
郎
兵
衛
を
め
し
、
明
日
は
其
方
旗
を
ば
瀬
田
に
た
て
候
へ
、
と
仰
せ
ら
る
ゝ

は
、
御
心
み
だ
れ
て
如
此
。
然
共
、
少
有
て
、
御
目
を
開
キ
仰
ら
る
ゝ
は
、
大
底
還
他
肌
骨
好
、
不
塗

紅
粉
自
風
流
、
と
あ
り
て
、
御
と
し
五
十
三
歳
に
し
て
、
お
し
む
べ
し
、
お
し
か
る
べ
し
、
あ
し
た
の

露
と
き
え
さ
せ
給
ふ
。」
と
あ
る
。
遺
偈
は
後
は
任
せ
る
、
し
っ
か
り
し
た
連
中
が
い
る
か
ら
大
丈
夫
だ
、

と
い
う
こ
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
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TAKEDA SHINGEN（武田信玄）’s Chinese Poetry（漢詩）
Text, commentary and translation

SHIMAMORI Tetsuo

要　旨

武田信玄は漢詩を17首残している。本稿はその校訂、注釈、現代語訳である。これらの注釈作業を通じて、我々は武

田信玄の中国文学とりわけ宋詩に対する該博な知識と、日本の五山文学からの影響・継承関係、そして日本の王朝文学

の流れを汲む伝統的な花鳥風月の美意識を窺い知ることができる。

キーワード：TAKEDA SHINGEN（武田信玄）
 Chinese Poetry（漢詩）

 Poetry in Song Dynasty（宋詩）

 Gozan Literature（五山文学）

 Japanese classical sense of beauty（日本の伝統的な美意識）

（平成26年9月30日受理）


